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注目情報
１

５月16日
から

５月11日
から

６月１日
から

所在地・開庁時間などのお知らせ

市役所新本庁舎
５月７日（木）から業務を開始

　新本庁舎での業務開始に伴い、手続き・お問い合わせなど主な変更点をお知らせします。各階
フロア図・各課直通電話番号などは、別冊折り込みをご覧ください。

休日の会議室利用について 穂高支所が移転します

保健センターの
職員体制が変わります

新本庁舎で新たなまちづくりの一歩を市民の皆さんと共に

市長 宮澤宗弘●住所　〒399-8281  安曇野市豊科 6000 番地
　※郵便番号と「安曇野市役所（宛先課名）」と記載するだけで郵便物が届きます。
●開庁時間　午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで
●代表電話番号　 71・2000　 71・5000
●閉庁日　土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12 月 29 日～ 1月 3日）
●窓口延長・休日窓口など
【窓口延長】毎月第 1・第 3火曜日（祝日は除く）　午後 5時 15 分～ 8時
【休日窓口】毎月第 4日曜日　午前 8時 30 分～正午
主な取扱業務（一部取り扱いができない場合があります）
　転入・転出・転居・戸籍の届出、住民票・戸籍・印鑑証明・税務関係
　証明書の交付、印鑑登録 、国民健康保険、児童手当、母子健康保健
　手帳の交付、犬の登録など
【自動交付機】毎日午前 7時から午後 8時まで
　　　　　　 （年末年始、機器調整日を除く）
●休日夜間受付　場所：庁舎１階西側「夜間・休日受付」
取扱業務：死亡届、出生届、婚姻届などの受付、火葬許可証の交付

　市民活動の場として活用していただけるよう、新本
庁舎 4階の会議室を休日に貸し出します。
●利用時間
　閉庁日（休日）の午前 9時～午後 9時
●貸出対象者
市内の区等、区長会、市民活動団体、市内に事務所
を置く公共団体または公共的団体、市が主催する事
業に関わる団体
●貸出場所・使用料

　新本庁舎がいよいよ開庁します。合併以来、これまで市内 9カ所に分散していた
本庁機能が集約されます。今後は、職員一丸となって新本庁舎に魂を入れ込み、よ
り効率的な行財政運営を進めていくとともに、市民サービスの一層の向上に取り組
みます。
　また、万一の防災拠点はもとより、平素はまちづくりの拠点として、区長会や市
民活動団体など多くの市民の皆さんに、会議室などを活用していただけます。本年は、
市制施行 10 周年の記念すべき年でもあります。この節目の年に、新しい庁舎に多く
の市民の皆さんが訪れ、より市の一体感が醸成されますよう、新たなまちづくりの
一歩を皆さんと共に作り上げてまいります。

新本庁舎新本庁舎
４階見取り図４階見取り図

　穂高支所建て替え工事のため、5月 11 日（月）から
仮支所（支所西側、市民活動センター 1階）へ移転し
ます。

▽住民票等自動交付機は、仮支所内に移転します。稼
　働は開庁日の午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで
　に変更となります。

▽支所内の八十二銀行ATMは 5月 1 日（金）まで稼
　働します。
問 穂 穂高地域課　 82·3131 ㈹　 82·6622

　各地域の保健センター職員は、穂高健康支援セン
ターに集まり、保健センターには職員は常駐しなくな
ります（穂高地域を除く）。

▽母子健康手帳、予防接種券、各種成人検診票等は、新
　本庁舎および穂高健康支援センターで発行します。

▽成人検診および母子保健事業（一部を除く）は、
　今までとおり各地域の保健センターで行います。

▽各保健センターへの相談等の電話は、穂高健康支
　援センターへ自動転送されます。

▽施設の利用は、各保健センターに常駐する施設管
　理者へお申し込みください。
問 穂高健康支援センター　 81·0726
　 本庁舎内健康推進課　　 71·2471

貸出場所 使用料 貸出場所 使用料
大会議室 東 600 円 会 議 室 401 320 円
大会議室 西 400 円 大会議室403 250 円

使用料は１時間あたり、ただし、使用内容により減免の適用を受け
られます。

●申し込み
　　5月 7 日（木）から受け付けます。財産管理課窓
　口で申請してください。（受付時間：平日午前８時
　30 分～午後 5時 15 分）
問 財産管理課庁舎管理係　 71·2000 ㈹　 72·1340

①各支所の宿日直業務の廃止
　各支所で行っていた宿日直業務はなくなり、時間外・
休日の問い合わせや戸籍関係届け出は新本庁舎で行い
ます。（夜間・休日の支所への電話は新本庁舎に自動
転送されます）

②新本庁舎内市民課のみで行う業務
次の業務は、新本庁舎の市民課窓口で行います。

▽住民基本台帳カードの即日交付

▽外国人住民に係る事務（住居地の登録等）

▽自動車臨時運行許可

③休日窓口一部開庁と窓口の一部時間延長
　転入・転出・転居、国民健康保険、児童手当など一
部の手続きが時間外に新本庁舎でできます。

④豊科支所豊科地域課は新本庁舎内に移転
　豊科支所の豊科地域課の窓口は新本庁舎 2階に移転
し、戸籍等の窓口事務は新本庁舎 1階市民課で取り扱
います。また、豊科支所の自動交付機も新本庁舎に移
転します。

⑤業務を行わない庁舎
　新本庁舎での業務開始により、次の庁舎での業務は
なくなります。
　①今までの本庁舎（県安曇野庁舎北の建物）
　②県安曇野庁舎
　③豊科支所（水道料金センターを除く）
　④教育委員会事務局（旧明科公民館）

主な変更点（５月７日以降）

４階
パノラマラウンジ・眺望デッキ
（無料開放スペース）

●利用時間（当分の間）
　平日午前 9時～午後 6時
　（休日は午後 9時まで）
　※年末年始（12 月 29 日～１
　　月 3日）等を除く
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注目情報
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イベント

姉妹都市

民
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め
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20
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葉
県
東
金
市
と
友
好
都
市
締
結
に
調
印

締結式の様子
写真左から宮下議長、
宮澤市長、志賀直温・
東金市長、石田明・
東金市議会議長

締結式であいさつする
宮澤市長

友好の絆
きずな

が益々強く
結ばれ、末長い交流
を続けていきます

市長 宮澤宗弘

　東金市は、東京都心まで約 60キロメート
ル、千葉県のほぼ中央部に位置しています。
温暖な気候に恵まれ、平野部は良質な田園地
帯が太平洋に向かって広がり、丘陵地は山武
杉の森林に覆われています。江戸時代、徳川
家康の鷹狩りのために「御成街道」が造られ、
宿場町と近隣の農産物が集まる問屋街とが
形成されました。以降 東金は物流の集散地、
九十九里地域の中心として発展しました。現
在は、国道 126 号と千葉東金道路、圏央道
をつなぐ交通の要衝となっています。

概要
面積 89.12㎢　人口 60,201 人
世帯 25,732 世帯（本年４月１日現在）
年間平均気温 16.0 度（平成 23年）

市の花 ソメイヨシノ 山王台公園の桜市の木 ラカンマキ市章

●東金市の紹介
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　東金市とは、旧堀金村の時代、平成 7年から住民同
士の交流が続いております。特に「あづみの探検隊」で
は、毎年、青少年の皆さんが安曇野を訪れ、「第二のふ
るさと」として親しまれています。今回の友好都市締結
は、20年におよぶ民間交流の成果が実を結びました。
　昨年、市制施行 60 周年を迎えた歴史ある東金市は、
千葉県山武地域の中心として、地域医療、地域産業の
振興を核に都市基盤の形成に目覚ましい進化を遂げて
います。市として若い私たち安曇野市が同市から学ぶ
べきところは数多くあります。
　今回の友好都市締結を機会に、市はもとより、両市
民が行き交う中で友好の絆を益々育み、末長い交流を
続けてまいります。

　5月 7日の市役所新本庁舎開庁を記念して新
本庁舎で開庁イベントを開催します。
　当日は市役所内を開放して、多くの催し物が
行われます。ぜひ、お出掛けください。
●日時　① 5月 23日（土）
　　　　　午前 10時～午後 6時 30 分
　　　　② 5月 24日（日）
　　　　　午前 10時～午後 6時
●場所　市役所新本庁舎（豊科 6000 番地）
●内容　 ▽オープニングセレモニー ▽市内中学
　生吹奏楽の演奏 ▽ぬかくどごはんの提供 ▽友
　好都市ブース ▽ FM公開生放送 ▽市長、議
　長の椅子での写真撮影 ▽庁舎に使用したヒノ
　キ材を利用したマイ箸づくりほか。イベント
　の詳細は、総務課へお問い合わせください（市
　ホームページにも掲載します）。
問 本庁舎内総務課（ 71·2000 ㈹　 71·5000）

　姉妹都市オーストリア・クラムザッハ町の皆
さん（24 人）が 5月 23日から 5日間安曇野市
を訪れます。滞在期間中、市民の皆さんとの交
流が行われます。
　また、新本庁舎開庁イベントでは、同町チロ
ル民族音楽団の「G

ガ ン ガ ル ビ ッ ヒ ラ ー

anggalbichler」とあづみ野
ジュニアフルートアンサンブル「ハピネス」の
皆さんの共演による、チロルの伝統民族音楽の
コンサートも行われます。
●日時
　① 5月 23日（土）
　　午後４時 30分～ 6時
　② 5月 24日（日）
　　午後４時～ 5時 30 分
●場所　新本庁舎 1階ロビー
●入場　無料
問 本庁舎内政策経営課都市交流係
　（ 71·2402　 71·5155）

●友好都市締結までの経緯
平成5年 7月 旧堀金村と東金市とで、地域間交流について合意

平成7年 7月 東金市の子どもたちが、「第 1回あづみの探検隊」
として、旧堀金村で宿泊体験

平成14年4月「りんごの木オーナー制度」開始。東金市民が安曇野のリンゴの木のオーナーとして登録

平成24年1月 東日本大震災発生を機に両市間で「災害時相互支援
宣言」を締結

4月 宮澤市長が東金市を訪問

9月 「あづみの探検隊」が、安曇野市役所を訪問

平成25年5月 東金・安曇野「絆」の会が、東金市の子どもたちの
ために「さんさん農場」を安曇野市内に開園

平成26年4月 東金市産業交流拠点施設「みのりの郷東金」に安曇
野市コーナーを開設

7月 ほりがね物産センター組合の役員・運営委員が、「み
のりの郷東金」等を視察

10月 東金市消防団幹部が、安曇野市消防団を訪問
東金市議会議会運営委員会が、安曇野市議会を視察

11月 東金市制施行60周年記念式典に安曇野市関係者が出席

平成27年１月 東金市の志賀市長が、新本庁舎竣工式に出席、友好
都市締結について合意

市役所
開庁イベント開催

クラムザッハの
皆さんが安曇野を
訪れます

長く愛され、親しみやすく使
いやすい市役所を目指して

市
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平成26年度
合計：439億6千万円 平成27年度

合計：417億4千万円

111億2907万円（25.3%）

11億6300万円（2.7%）
28億8086万円（6.6%）
16億4094万円（3.7%）
19億8140万円（4.5%）

107億円（24.3%）

55億5683万円（12.6%）

89億790万円（20.3%）

111億9303万円（26.8%）

11億1602万円（2.7%）
39億2856万円（9.4%）
16億1079万円（3.8%）
18億3320万円（4.4%）

108億円（25.9%）

58億7320万円（14.1%）

53億8520万円（12.9%）

市税

繰入金

財産収入外

地方交付税

国・県支出金

地方債

負担金・使用料
および手数料外

各種交付金
地方譲与税

自主財源
38.3％

依存財源
61.7％

自主財源
42.7％

依存財源
57.3％

特集◎平成27年度　予算

特
集
◎
平
成
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年
度
予
算
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４
１
７
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千
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円

新
本
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等
必
要
な
施

設
を
整
備
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本
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の
一
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た
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５つの重点項目

１　活力あふれるまちづくり

２　健康長寿のまちづくり

３　豊かな人を育
はぐく

むまちづくり

４　環境を守り、安全・安心な
　　 まちづくり

５　協働によるまちづくりと
 　　行政サービスの向上
※事業の詳細は、10・11ページの「27年度取り組む主な事業」をご覧ください。

平成27年度安曇野市各会計予算額一覧 単位：千円

会　計　名 平成27年度 平成26年度 対前年度比 対前年度
比率  ％

一般会計 41,740,000 43,960,000 △2,220,000 △5.1

特別会計 26,991,955 25,296,111 1,695,844 6.7
同和地区住宅新築資金等貸付事業 530 844 △314 △37.2
国民健康保険 12,519,497 10,786,838 1,732,659 16.1
後期高齢者医療 978,058 1,007,006 △28,948 △2.9
介護保険 8,788,183 8,840,195 △52,012 △0.6
下水道事業 4,375,386 4,332,824 42,562 1.0
農業集落排水事業 196,947 194,048 2,899 1.5
上川手山林財産区 3,843 1,936 1,907 98.5
北の沢山林財産区 1,192 761 431 56.6
有明山林財産区 1,342 1,251 91 7.3
富士尾沢山林財産区 1,508 1,429 79 5.5
穂高山林財産区 1,379 1,304 75 5.8
産業団地造成事業 84,991 99,058 △14,067 △14.2
観光宿泊施設 39,099 28,617 10,482 36.6

総　計（一般会計+特別会計） 68,731,955 69,256,111 △524,156 △0.8

企業会計

水道事業会計

収益的収入 2,342,617 2,321,433 21,184 0.9
収益的支出 2,137,145 2,027,382 109,763 5.4
資本的収入 193,068 706,236 △ 513,168 △ 72.7
資本的支出 1,247,093 2,307,626 △ 1,060,533 △ 46.0

　

平
成
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成
26
年
度
で
完
了

し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
大
き
く
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
各
支
所
や
安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の

湯
の
整
備
、
豊
科
公
民
館
等
の
耐
震
補

強
・
大
規
模
改
修
が
継
続
し
て
行
わ
れ

る
た
め
、
ハ
ー
ド
事
業
費
は
依
然
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
精

査
の
上
、
圧
縮
を
図
り
ま
し
た
が
、
引

越
し
経
費
や
新
庁
舎
管
理
経
費
等
が
発

生
し
た
た
め
、
経
費
の
大
幅
削
減
が
難

し
い
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
数
年
間
は
ハ
ー
ド
事
業
が
続

き
ま
す
が
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
予
算
に

よ
り
、
計
画
的
・
公
益
的
・
合
理
的
な

事
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
予
算
編
成
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計　

歳
入

　

歳
入
の
う
ち
全
体
の
４
分
の
１
を
占

め
る
市
税
は
、
昨
年
よ
り
６
３
９
６
万

円
多
い
１
１
１
億
９
３
０
３
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
景
気
回
復
を
考

慮
し
法
人
市
民
税
（
２
億
８
２
０
０
万

円
増
）、
個
人
市
民
税
（
１
０
０
０
万
円

増
）
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

地
方
債
は
、
平
成
26
年
度
に
新
本
庁

舎
建
設
事
業
が
完
了
し
た
た
め
大
幅
に

減
少
（
35
億
２
２
７
０
万
円
減
）
し
て

い
ま
す
。

　

繰
入
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ

た
事
業
へ
の
基
金
充
当
や
財
源
不
足
を

補
う
た
め
に
財
政
調
整
基
金
等
の
取
り

崩
し
な
ど
で
39
億
２
８
５
６
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

歳入予算の増減
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人件費

物件費

扶助費

維持補修費

補助費等

普通建設事業費

公債費

貸付金

繰出金

その他（投資出資金等）

性質別に見る歳出の増減目的別に見る歳出
平成26年度

合計：439億6千万円 平成27年度
合計：417億4千万円

平成27年度

57億6688万円（13.1%）

70億3120万円（16.0%）

53億5172万円（12.2%）

49億6844万円（11.3%）

103億4798万円（23.6%）

44億1184万円（10.0%）
9億6384万円（2.2%）

3億5274万円（0.8%）

総務費 58億2786万円（14.0%）

民生費 121億3596万円（29.1%）

その他
　議会費　 2億9834万円（0.7%）
　労働費　　　7277万円（0.2%）
　災害復旧費　1000万円（0.0%）
　予備費　　　5000万円（0.1%）

衛生費　25億1925万円（6.0%）

商工費　22億9829万円（5.5%）

土木費　52億7244万円（12.6%）

消防費　15億1899万円（3.6%）

教育費　44億8297万円（10.7%）

公債費　45億4881万円（10.9%）

農林水産業費 27億433万円（6.5%）

7億9413万円（1.8%）

39億7123万円（9.0%）

2億9319万円（0.7%）

57億8690万円（13.9%）

73億6435万円（17.6%）

50億4122万円（12.1%）

56億6291万円（13.6%）

73億8783万円（17.7%）

45億4881万円（10.9%）

9億6648万円（2.3%）

3億4918万円（0.8%）

43億3913万円（10.4%）

一
般
会
計　

歳
出

　

一
般
会
計
の
歳
出
に
つ
い
て
、
性
質

別
お
よ
び
目
的
別
の
グ
ラ
フ
を
下
記
に

示
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
と
の
比

較
や
本
年
度
の
傾
向
を
見
て
い
き
ま
す
。

　
　
性
質
別
に
み
る
歳
出

人
件
費

　

人
件
費
は
、
前
年
比
２
０
０
２
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
職
を
含
む

職
員
給
与
、
議
員
報
酬
等
の
増
額
、
統

計
調
査
員
等
報
酬
の
増
額
（
１
３
０
１
万

円
増
）
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

物
件
費

　

消
耗
品
や
業
務
委
託
、
臨
時
職
員
の

賃
金
な
ど
を
盛
り
込
む
物
件
費
は
、
前

年
比
３
億
３
３
１
５
万
円
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
本
庁
舎
建
設
に
伴
う
備
品
購

入
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
本
庁
舎
移
転

対
応
等
は
事
業
終
了
に
よ
り
減
額
と
な

り
ま
し
た
が
、
新
本
庁
舎
管
理
費
（
２
億

１
４
６
９
万
円
）、
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
（
３
６
２
２
万

円
）、
公
立
保
育
園
臨
時
職
員
賃
金

（
６
３
１
８
万
円
）、
除
雪
業
務
委
託

（
８
０
５
３
万
円
）
な
ど
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

扶
助
費

　

住
民
福
祉
を
支
え
る
た
め
の

経
費
で
あ
る
扶
助
費
は
、
昨
年
比

３
億
１
０
５
０
万
円
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
減
額
の
理
由
は
、
臨
時
福
祉

給
付
金
給
付
事
業
（
１
億
５
４
０
０
万

円
）、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給

付
事
業
（
９
４
４
６
万
円
）
等
の
減
額

で
す
。

補
助
費
等

　

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
負
担
金
等

の
経
費
で
あ
る
補
助
費
等
は
、
前
年
比

６
億
９
４
４
７
万
円
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

認
定
子
ど
も
園
整
備
事
業
補
助
金

（
９
３
６
０
万
円
）、
安
曇
総
合
病
院
建

設
費
助
成
（
２
８
０
０
万
円
）、
農
村
漁

村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
事
業

（
あ
づ
み
農
協
が
行
う
農
産
物
直
売
施
設

整
備
へ
の
補
助
）（
２
億
円
）、
国
営
中

信
平
第
２
期
事
業
（
２
億
５
５
０
０
万

円
）
等
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

普
通
建
設
事
業
費

　

本
庁
舎
建
設
事
業
の
終
了
で
、
前
年

比
29
億
６
０
１
５
万
円
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
は
穂
高
支
所
整
備

（
２
億
６
２
４
９
万
円
）、
三
郷
支
所

整
備
事
業
（
５
億
６
１
１
８
万
円
）、

堀
金
支
所
整
備
事
業
（
５
億
２
８
６
７
万

円
）、
豊
科
公
民
館
耐
震
工
事
（
３
億

１
９
４
７
万
円
）
の
事
業
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

公
債
費

　

既
発
債
分
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

大
き
く
借
入
を
行
っ
た
平
成
26
年
度
事

業
分
の
償
還
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
前
年

比
１
億
３
６
９
７
万
円
増
と
な
り
ま
し

た
。

繰
出
金

　

繰
出
金
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
繰
出
金
（
１
億
１
２
５
２
万

円
増
）、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
２
億
６
０
８
１
万
円
増
）
な
ど
、
全
体

と
し
て
は
３
億
６
７
９
０
万
円
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
　

 

目
的
別
に
み
る
歳
出

総
務
費

　

58
億
２
７
８
６
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
前
年
比
14
億
６
６
６
６
万
円
の
減

額
で
す
。
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
本
庁

舎
建
設
事
業
の
完
了
に
よ
り
ま
す
。
実

施
す
る
主
な
事
業
は
、
新
本
庁
舎
管
理
、

穂
高
支
所
等
整
備
事
業
、
三
郷
支
所
等

整
備
事
業
、
堀
金
支
所
等
整
備
事
業
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
、
証
明
書

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
構
築
と
な
っ

て
い
ま
す
。

民
生
費

　

一
般
会
計
歳
出
の
う
ち
最
も
多
い
割

合
を
占
め
る
民
生
費
は
、
１
２
１
億

３
５
９
６
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
前

年
比
３
億
３
９
７
万
円
の
減
額
で
す
。

減
額
と
な
っ
た
理
由
は
臨
時
福
祉
給
付

金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

事
業
規
模
縮
小
等
で
す
。
国
保
会
計
繰

出
金
、
公
立
保
育
園
総
務
費
の
臨
時
職

員
賃
金
等
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

衛
生
費

　

25
億
１
９
２
５
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
前
年
比
４
億
１
０
１
５
万
円
の
減

額
で
す
。
減
額
の
理
由
は
市
水
道
事
業

第
１
次
拡
張
事
業
（
三
郷
地
域
水
源
転

換
事
業
）
等
に
伴
う
水
道
事
業
会
計
へ

の
繰
出
金
が
４
億
８
３
２
０
万
円
減
額

と
な
っ
た
た
め
で
す
。
安
曇
総
合
病
院

建
設
費
助
成
（
２
８
０
０
万
円
増
）
は

増
額
で
す
。

農
林
水
産
業
費

　

27
億
４
３
３
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

前
年
比
５
億
８
９
６
０
万
円
の
増
額
で

す
。
農
村
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

交
付
金
事
業
（
あ
づ
み
農
協
が
行
う
農

産
物
直
売
施
設
整
備
へ
の
補
助
）、
国
営

中
信
平
第
２
期
事
業
、
松
く
い
虫
被
害

対
策
事
業
（
７
１
４
５
万
円
増
）
等
が

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
費

　

22
億
９
８
２
９
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
前
年
比
３
億
９
８
８
２
万
円
の
減

額
で
す
。
減
額
の
理
由
は
、
し
ゃ
く
な

げ
の
湯
整
備
事
業
の
事
業
実
施
年
度
が

変
更
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
安
曇
野
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
、
安
曇
野
花
火
大
会
補
助

は
、
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
に
よ

り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

土
木
費

　

52
億
７
２
４
４
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
前
年
比
７
億
１
１
６
４
万
円
の
増

額
で
す
。
下
水
道
会
計
繰
出
金
、
除

雪
対
策
費
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
（
１
億
９
３
０
０
万
円
）、

街
路
整
備
事
業
の
穂
高
駅
前
等
整
備

（
２
億
４
２
４
５
万
円
）
が
増
額
に
な
り

ま
し
た
。

消
防
費

　

15
億
１
８
９
９
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
前
年
比
６
億
１
３
４
２
万
円
の
減

額
で
す
。
減
額
の
理
由
は
防
災
広
場
整

備
工
事
の
完
了
等
に
よ
り
ま
す
。
消
防

費
の
多
く
を
占
め
る
の
は
、
松
本
広
域

消
防
局
の
活
動
に
対
す
る
負
担
金
（
常

備
消
防
負
担
金
）
で
９
億
６
６
０
１
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

教
育
費

　

44
億
８
２
９
７
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
前
年
比
４
億
８
６
７
３
万
円
の
減

額
で
す
。
減
額
の
理
由
は
穂
高
会
館
耐

震
補
強
工
事
の
完
了
に
よ
り
ま
す
。
豊

科
公
民
館
耐
震
補
強
工
事
や
小
中
学
校

非
構
造
物
耐
震
化
工
事
は
引
き
続
き
実

施
し
、
三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備

に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

　

予
算
の
よ
り
詳
し
い
資
料
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
県
安
曇
野
庁
舎
内　

財
政
課

（

71·

２
０
０
０
㈹　

71·

５
０
０
０
）

※
予
算
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

　

年
度
・
27
年
度
と
も
に
当
初
予
算
を

　

基
に
し
て
い
ま
す
。

特集◎平成27年度　予算

歳出予算 ※端数処理のため内訳の計と合計が一致しない場合があります。
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特集◎平成27年度　予算

新 は新たに予算化された事業です。

１  活力あふれるまちづくり

２  健康長寿のまちづくり

４  環境を守り、安全・安心なまちづくり

３  豊かな人間を育
はぐく

むまちづくり

５ 協働によるまちづくりと行政サービスの向上

27年度　取り組む主な事業

　市制施行 10 周年記念事業や産業振
興、農業の担い手育成など地域を元気
にし、活力あふれるまちづくりに取り
組みます。

　健康診断の受診率向上や健康寿命延
伸に向けた取組み、市民の「生きがい」
創出のほか、安全・安心な食の推進な
どに取り組みます。

　地下水の保全・涵養および適正利用、
自主防災組織などの体制強化などに取
り組みます。

　国際感覚豊かな人を育てるほか、就
学前までの子育て支援策の充実や郷土
の伝統・文化の継承などに取り組みま
す。

　地域の課題解決などのため、地域と行
政の連携強化のほか、市民サービスの充
実を基本に健全財政を維持するための経
費削減と事務事業の効率化に取り組みま
す。

市制施行 10周年記念事業新 ………………………8,515 万円
市制施行 10 周年を記念し、市民の一体感を醸成するための
イベントの開催や市民が実施する事業を支援します。

しゃくなげの湯の整備事業（27 年度）………4億 4,069 万円
市民と観光客の癒やしと健康づくりの場として、天然温泉
を活用した日帰り温泉施設「安曇野しゃくなげの湯」を建
設します。

安曇野ハーフマラソン………………………………1,850 万円
市制施行 10 周年を記念し、全国へ市の魅力を発信するとと
もに市の一体感づくりと地域経済の活性化を図ります。

後期高齢者医療人間ドック受診費用助成新 …1,146万5,000円
後期高齢者医療被保険者を対象に人間ドックの受診を補助
し、健康寿命を延ばし、住み慣れた環境でできるだけ長く
健康で過ごせるようにします。

安曇総合病院建設費助成新 ………………………2,800 万円
安曇総合病院建設費の助成を通じ、市北部地域 ( 主に穂高、
明科地域）の医療体制の充実を図ります。

若年者健診……………………………………349 万 8,000 円
20 ～ 39 歳の若年者を対象とする健診を行います。

全国名水サミット新 …………………………………250 万円
消防団員安全確保のための装備充実新………734 万 6,000 円
国の基準の見直しに合わせ、消防団員用の救助用半長靴お
よび防塵

じん

マスクを整備します。
松くい虫被害対策事業…………………2億 7,146万2,000 円
松枯れ木の伐倒処理や薬剤散布、樹種転換などの被害対策
や樹幹注入補助などに取り組みます。

三郷交流学習センター実施設計新 …………4,096万2,000円
第３子無料化市外幼稚園等通園分補助金新…709万2,000円
第３子以降の保育料無料化に合わせ、認可外保育所や私立
幼稚園等に通園する園児を対象に補助金を交付します。

クラムザッハとの交流事業……………………466万3,000円
友好都市オーストリア・クラムザッハ町の皆さんを市に迎
え、交流を行います。

堀金支所改修工事（図書館等へ改築）新…5億4,403万6,000円
住民票等コンビニ交付システム新…………7,042 万 3,000 円
全国のコンビニで住民票・印鑑証明等の交付が受けられる
ようシステムの対応を行います。

ＳＡＫＵＲＡプロジェクト………………………754 万 5,000 円
光城山の桜等の植栽や管理について地元区や市民の皆さんなどと
協力し進めます。

農村漁村活性化プロジェクト交付金 2億円 多面的機能活動支援事業 1億 7,980 万円
安曇野花火、信州安曇野わさび祭り補助 1,260 万円 三郷スカイライン展望台等整備工事 新  2,359 万 5,000 円

あづみん運行車輛の購入補助 新  857 万 5,000 円 生活困窮者自立支援事業 新 841 万 5,000 円
妊婦歯科健診 新  105 万円 高齢者の生きがいと健康づくり事業 370万円
福祉バスの運行 661万 4,000 円 災害時避難行動要支援者名簿作成 163万 4,000 円

臭気指数規制導入事業 新 216 万円 除雪対策 1億 5,117 万 8,000 円
緑の基本計画策定 新 878 万 2,000 円 防犯灯 LED化更新工事（三郷、明科） 6,264 万 4,000 円
豊科公民館の耐震補強・大規模改修工事ほか  7 億 6,794 万 2,000 円 都市再生整備事業（穂高駅前・駅北街路） 1億 7,410 万 8,000 円

病児・病後児保育事業 新  1,065 万 4,000 円 小学校非構造部材耐震化工事 2億 1,370 万 5,000 円
中学校非構造部材耐震化工事 2億 45万 5000 円 アルプス保育園建設事業  2 億 4,389 万 7,000 円
三郷北部保育園建設事業 1億 3,542 万円 市内中学生海外ホームステイ事業  863 万 7,000 円

議会映像配信システム 新 146 万 1,000 円 豊科支所跡地等整備事業 新 1,253 万 1,000 円
穂高支所解体改築事業 新 2 億 9,140 万 2,000 円 三郷公民館、保健センター棟整備工事 新 5 億 7,559 万 3,000 円
住宅改修事業補助金 4,290 万円 本庁舎総合管理業務 新 7,969 万円
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東
京
都
江
戸
川
区
と
の
友
好
都
市

盟
約
締
結
40
周
年
を
記
念
し
３
月
26

日
、
記
念
植
樹
が
江
戸
川
区
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
か
ら
は
村
上
副
市
長
、
橋

渡
教
育
長
、
宮
下
市
議
会
議
長
が
出

席
。
多
田
正
見
・
江
戸
川
区
長
、
高

木
秀
隆
・
区
議
会
議
長
と
共
に
、
市

が
寄
贈
し
た
市
の
木
「
ケ
ヤ
キ
」
を

植
樹
し
ま
し
た
。
式
典
で
村
上
副
市

　

中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

派
遣
事
業
が
３
月
21
日
か
ら
30
日
ま

で
の
10
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
３
月
14
日
に
は
出
発
式
が
豊
科

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」
で

行
わ
れ
、
中
学
生
12
人
を
宮
澤
市
長

ら
が
激
励
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
際
社
会
に
対
応

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
国

際
感
覚
を
養
い
、
英
会
話
能
力
の
向

上
を
目
的
に
初
め
て
行
っ
た
も
の
で

　

ア
ル
プ
ス
保
育
園
建
設
工
事
の
起

工
式
が
３
月
13
日
、
現
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
工
事
関
係
者
な

ど
60
人
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。
昭
和
50
年
に
建
て

ら
れ
た
現
在
の
園
舎
は
老
朽
化
が
進

み
、
未
満
児
保
育
・
長
時
間
保
育
な

ど
へ
対
応
す
る
に
は
施
設
が
手
狭
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
園
舎
は
現
在
の
園
舎
の

　

明
科
南
保
育
園
建
設
検
討
委
員
会

（
宮
川
智ち

え

こ
江
古
委
員
長
）
は
３
月
23

日
、
村
上
副
市
長
へ
同
保
育
園
の
建

設
候
補
地
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
、
園
児
の
生
活
環
境
や

用
地
確
保
の
し
や
す
さ
な
ど
か
ら
、

候
補
地
に
市
教
育
委
員
会
事
務
局
が

使
用
し
、
５
月
の
新
本
庁
舎
開
庁
後

取
り
壊
し
が
決
ま
っ
て
い
る
旧
明
科

公
民
館
の
敷
地
を
選
定
し
ま
し
た
。

昭
和
51
年
建
設
の
現
明
科
南
保
育
園

長
は
「
屋
敷
林
と
し
て
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
ケ
ヤ
キ
が
、
友
好
の
証

と
し
て
江
戸
川
区
で
も
根
付
き
、
交

流
が
益
々
発
展
し
て
欲
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
区
と
の
交
流
は
、
旧
穂
高
町
が

旧
有
明
小
学
校
跡
地
を
江
戸
川
区
へ

譲
渡
し
た
こ
と
が
縁
で
始
ま
り
、
昭

和
49
年
に
友
好
都
市
盟
約
を
結
び
ま

し
た
。
昭
和
51
年
、
旧
小
学
校
跡
地

す
。
中
学
生
は
、
派
遣
先
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
の
家

庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
ほ
か
、
現

地
の
学
校
の
日
本
語
講
座
で
日
本
の

紹
介
な
ど
の
交
流
事
業
も
行
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
中
学
生
の
体
験
記
な
ど
は
、

今
後
発
行
の
広
報
あ
づ
み
の
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

東
に
建
築
し
、
敷
地
面
積
は
約

７
１
２
７
平
方
メ
ー
ト
ル
、
鉄
骨
平

屋
建
て
、
建
物
面
積
は
約
１
４
４
１

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
定
員
は
少
子

化
を
見
据
え
20
人
減
の
１
０
０
人

と
な
り
、
未
満
児
保
育
、
長
時

間
保
育
に
対
応
で
き
る
園
舎
と

な
っ
て
い
ま
す
。
建
設
事
業
費
は

５
億
５
７
０
０
万
円
で
、
完
成
は
平

成
28
年
４
月
の
予
定
で
す
。

　

宮
澤
市
長
は
「
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
ち
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

は
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
面
や
防
災

面
か
ら
移
転
・
新
築
が
必
要
と
さ
れ
、

平
成
23
年
に
候
補
地
を
選
定
し
ま
し

た
が
、
建
設
費
用
な
ど
の
面
か
ら
再

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
検
討
委
員
会
の
報
告
を
受

け
、
旧
明
科
公
民
館
取
り
壊
し
後
、

事
業
に
着
手
し
、
早
期
の
新
園
舎
建

設
を
目
指
し
ま
す
。

に
江
戸
川
区
民
健
康
施
設
「
穂
高
荘
」

が
で
き
、
相
互
訪
問
に
よ
る
交
流
事

業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
19

年
に
市
と
し
て
友
好
都
市
提
携
を
結

び
直
し
、
区
民
ま
つ
り
へ
の
参
加
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
江
戸
川
区
花
火
大

会
に
安
曇
野
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待

し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
交
流
を
通
じ

て
友
好
を
深
め
て
い
ま
す
。

■
友
好
締
結
40
周
年　

江
戸
川
区
で
記
念
植
樹

■
国
際
感
覚
を
育は

ぐ
く

む 

中
学
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
派
遣

■
ア
ル
プ
ス
保
育
園
が
起
工

■
明
科
南
保
育
園
の
移
転
先 

検
討
委
員
会
が
報
告

表敬訪問 全国で活躍！安曇野の子どもたち
　全国大会出場または出場を前に３月 11 日、宮澤市長を表敬訪問した皆さんを紹介します。（敬称略・
所属は訪問当時）

第 14回全国小学生ソフトテニス大会（千葉県白子市）
大鷹颯矢、堺千花、杏琴羽（穂高南小）、臼井琥珀、臼井優月、平川優里愛、
山本咲季、臼井瑠々風（穂高北小）浅川緑心、古幡悠馬、矢巻希乃香、石
垣愛梨（穂高西小）中田杏咲（堀金小）吉川実来（豊科南小）
第37回全国JOCジュニアオリンピックカップ春季水泳競技大会（東京都江東区）
望月恵（豊科高）坂口めい（穂高北小）
第 12回全国ホープス選抜卓球大会（富山市）
第 54回大阪国際招待卓球選手権大会ホープスの部（優勝）（大阪市浪速区）
手塚崚馬（豊科南小）訪問した皆さん

記念植樹の様子激励の言葉をかける宮澤市長（写真中央）

報告書を手渡す宮川委員長（写真左）

アルプス保育園完成予想図

あいさつをする
宮澤市長

市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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平
成
25
年
９
月
か
ら
工
事
を
進
め

て
き
た
穂
高
会
館
耐
震
補
強
等
改
修

工
事
が
完
了
し
、
し
ゅ
ん
工
式
が
３

月
29
日
、
穂
高
会
館
講
堂
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
は
、
市
や
工
事
の

関
係
者
約
２
０
０
人
が
出
席
。
宮
澤

市
長
は
「
生
ま
れ
変
わ
っ
た
施
設
で

ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
学
習
に
市
民
の
交

流
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
欲
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
に
は
、
穂
高
東
中
、

　

市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
市
役
所

の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。
今

回
の
組
織
改
編
は
、
５
月
７
日
の
開

庁
に
合
わ
せ
て
支
所
の
業
務
を
整
理

し
た
ほ
か
、
業
務
の
適
正
化
を
図
り

内
部
統
制
制
度
の
導
入
等
を
進
め
、

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
推
進
を
図

る
た
め
課
等
の
新
設
を
行
い
ま
し

た
。

　

主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
支
所
の
２
つ
の
担
当
を
統
合

　

現
在
の
「
支
所
」
に
あ
る
地
域
担

当
と
市
民
福
祉
担
当
を
統
合
し
地
域

担
当
に
し
ま
し
た
。
支
所
の
業
務
に

つ
い
て
は
、
市
民
生
活
に
直
接
関
わ

る
戸
籍
等
の
証
明
発
行
や
転
入
転
出

手
続
き
、
福
祉
、
医
療
関
係
な
ど
の

窓
口
業
務
（
豊
科
地
域
課
を
除
く
）、

住
民
組
織
や
市
民
の
自
主
的
な
活
動

を
支
援
し
、
住
民
と
協
働
す
る
地
域

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
業
務
を
取

り
扱
い
ま
す
。

②
課
等
の
新
設
、
廃
止

●
行
政
管
理
課
を
新
設
し
、
行
財
政

改
革
や
定
員
適
正
化
、
ア
ウ
ト

　

市
道
路
整
備
推
進
計
画
策
定
協
議

会
（
柳
澤
吉
保
会
長
）
は
３
月
23
日
、

「
市
道
路
整
備
推
進
計
画
」（
案
）
に

つ
い
て
検
討
結
果
を
ま
と
め
、
村
上

副
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
答
申
で
は
、
市
の
都
市
整

備
を
進
め
る
上
で
、
国
道
や
県
道
、

市
道
な
ど
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、

よ
り
道
路
網
が
有
効
に
機
能
す
る
た

め
必
要
な
整
備
箇
所
や
優
先
度
な
ど

を
提
言
し
て
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
、
内
部
通
報
制

度
、
再
配
置
計
画
な
ど
を
行
い
ま

す
。

●
庁
舎
建
設
推
進
課
は
、
新
本
庁
舎

が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
廃
止
し

ま
し
た
。

③
課
名
・
係
名
の
変
更
等

●
国
等
の
表
記
基
準
に
合
わ
せ
係
名

の
表
記
を
変
更
し
た
ほ
か
、
よ
り

き
め
細
か
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
一
部
の
係
を
廃
止

し
担
当
制
に
し
ま
し
た
。

※
そ
の
他
の
部
署
は
、
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

問
本
庁
舎
内
行
政
管
理
課

　

71
・
２
０
０
０
㈹ 　

71
・
５
１
５
５

　

計
画
案
で
は
、
既
存
の
道
路
の
活

用
や
主
な
幹
線
の
代
替
幹
線
の
確
保

な
ど
に
着
目
し
「
安
全
・
安
心
」「
円

滑
な
交
通
・
交
流
を
促
す
」「
ま
ち

の
魅
力
を
高
め
る
」
の
３
つ
の
方
針

か
ら
整
備
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
市
内
を
東
西
ま
た

は
南
北
に
結
ぶ
幹
線
道
路
97
路
線
を

定
め
、
整
備
に
よ
っ
て
特
に
期
待
さ

れ
る
効
果
や
、
整
備
優
先
度
、
早
期

着
手
要
望
路
線
を
定
め
て
い
ま
す
。

穂
高
西
中
両
校
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
に
よ
る
の
交
流
試
合
や
市

内
２
団
体
に
よ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

演
舞
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
完
成
の
穂
高
会
館
は
、

公
民
館
と
体
育
館
の
複
合
施
設
と
し

て
、
穂
高
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
耐
震
性
や
設
備
な
ど
の
老
朽

化
な
ど
か
ら
改
修
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
の
工
事
で
は
大
規

こ
の
ほ
か
定
期
的
に
計
画
を
見
直
す

こ
と
や
、
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車

利
用
の
促
進
に
よ
る
自
動
車
交
通
量

の
低
減
に
つ
い
て
も
提
案
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
答
申
を
受
け
、
本
年
４
月

中
に
計
画
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

模
災
害
に
備
え
施
設
の
天
井
な
ど
の

耐
震
補
強
や
体
育
館
の
照
明
、
床
、

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
の
改
修
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
に
よ
る
館
内

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
駐
車
場
の
増

設
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
総
事
業
費

は
約
15
億
９
５
０
０
万
円
で
、
主
な

財
源
に
合
併
特
例
債
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
助
成
金
な
ど
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

■
耐
震
性
・
利
便
性
が
向
上　

穂
高
会
館
の
改
修
工
事
が
完
了 

■
市
役
所
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

■
市
の
道
路
整
備
推
進
計
画　

策
定
協
議
会
が
答
申

改修工事が完了した穂高会館

答申内容を説明する柳沢会長（写真左）

●課・係名等が変更になる部署
部等の名称

今までの名称 新しい名称
課等の名称 係等の名称 課等の名称 係等の名称

総務部 総務課 庶務法規担当 総務課 庶務法規担当
（財政部財政課から） 契約担当

検査室 検査係
行政係 行政管理課（新設） 行政担当

庁舎建設推進課 建設担当 廃止

市民生活部 環境課 環境政策係 環境課 環境政策係
環境保全係 環境保全担当

豊科支所地域課 地域担当 豊科地域課 地域担当
市民福祉担当 廃止

穂高支所地域課 地域担当 穂高地域課 地域担当
市民福祉担当 廃止

三郷支所地域課 地域担当 三郷地域課 地域担当
市民福祉担当 廃止

堀金支所地域課 地域担当 堀金地域課 地域担当
市民福祉担当 廃止

明科支所地域課 地域担当 明科地域課 地域担当
市民福祉担当 廃止

福祉部 福祉課 障害福祉担当 福祉課 障がい福祉担当

保健医療部 介護保険課 介護保険担当 介護保険課 介護保険担当
認定調査係 認定調査係
介護予防係 介護予防担当

農林部 農政課 農業政策係 農政課 農業政策係
生産振興担当 生産振興担当
集落支援担当 集落支援担当
マーケティング係 マーケティング担当

上下水道部 下水道課 維持管理担当 下水道課 維持管理担当
下水道整備係 下水道整備担当

※青字部分が変更等があった課・係等になります。

市政トピックス
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市政トピックス

■
職
員
人
事
異
動　
（
平
成
27
年
４
月
１
日
付
部
長
・
課
長
級
以
上
）

福祉部長
兼 福祉事務所長

花村 潔

都市建設部長

横山 正

上下水道部長

竹花顕宏

都市建設部参事
兼 監理課長

猿田久雄

[

部
長
級]

▼
上
下
水
道
部
長
（
長
野
県
か
ら
派

遣
）
竹
花
顕
宏

[

部
長
級
昇
格]

▼
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
（
総

務
部
総
務
管
理
課
長
）
花
村
潔
▼
都

市
建
設
部
長
（
都
市
建
設
部
監
理
課

長
）
横
山
正
▼
都
市
建
設
部
参
事
兼

監
理
課
長
（
上
下
水
道
部
上
水
道
課

長
）
猿
田
久
雄

[

課
長
級]

▼
総
務
部
総
務
課
長
（
福
祉
部
子
ど

も
支
援
課
長
）
堀
内
伸
一
▼
総
務
部

危
機
管
理
課
長
（
政
策
部
政
策
経
営

課
付
課
長
（
松
本
広
域
連
合
派
遣
））

丸
山
高
人
▼
政
策
部
政
策
経
営
課
長

（
総
務
部
庁
舎
建
設
推
進
課
長
）
関

欣
一
▼
市
民
生
活
部
豊
科
地
域
課
長

兼
豊
科
支
所
長
（
市
民
生
活
部
豊
科

支
所
地
域
課
長
兼
豊
科
支
所
長
）
小

林
一
彦
▼
市
民
生
活
部
穂
高
地
域
課

長
兼
穂
高
支
所
長
（
市
民
生
活
部
穂

高
支
所
地
域
課
長
兼
穂
高
支
所
長
）

原
野
和
徳
▼
市
民
生
活
部
三
郷
地
域

課
長
兼
三
郷
支
所
長
（
教
育
部
図
書

館
交
流
課
長
兼
中
央
図
書
館
長
兼
穂

高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）
赤
羽

篤
▼
市
民
生
活
部
堀
金
地
域
課
長
兼

堀
金
支
所
長
（
総
務
部
人
権
男
女
共

同
参
画
課
長
）
臼
井
基
▼
市
民
生
活

部
明
科
地
域
課
長
兼
明
科
支
所
長
（
市

民
生
活
部
明
科
支
所
地
域
課
長
兼
明

科
支
所
長
）
西
村
永
明
▼
福
祉
部
子

ど
も
支
援
課
長
（
政
策
部
政
策
経
営

課
長
）
等
々
力
素
己
▼
教
育
部
学
校

教
育
課
長
（
教
育
部
学
校
教
育
課
長

兼
教
育
指
導
室
長
）
古
幡
彰
▼
教
育

部
図
書
館
交
流
課
長
兼
中
央
図
書
館
長

兼
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
（
市

民
生
活
部
三
郷
支
所
地
域
課
長
兼
三

郷
支
所
長
）
高
嶋
俊
明
▼
市
民
生
活

部
穂
高
地
域
課
副
参
事
（
総
務
部
職

員
課
付
課
長
）
中
野
計
正

[

課
長
級
昇
格]

▼
総
務
部
行
政
管
理
課
長
（
総
務
部

総
務
管
理
課
長
補
佐
兼
行
政
担
当
係

長
）
鎌
崎
孝
善
▼
総
務
部
人
権
男
女

共
同
参
画
課
長
（
総
務
部
人
権
男
女

共
同
参
画
課
長
補
佐
兼
人
権
男
女
共

生
係
長
）
市
川
明
美
▼
政
策
部
政
策

経
営
課
付
課
長
（
松
本
広
域
連
合
派

遣
）（
教
育
部
学
校
教
育
課
長
補
佐

兼
教
育
総
務
係
長
）
水
谷
一
郎
▼
福

祉
部
福
祉
課
長
兼
豊
科
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
所
長
（
福
祉
部
福
祉
課
長
補
佐

兼
生
活
支
援
担
当
係
長
兼
穂
高
社
会

就
労
セ
ン
タ
ー
所
長
）
細
萱
賢
▼
農

林
部
農
政
課
長
（
農
林
部
農
政
課
長

補
佐
兼
生
産
振
興
担
当
係
長
）
大
竹

範
彦
▼
都
市
建
設
部
建
築
住
宅
課
長

（
都
市
建
設
部
建
築
住
宅
課
長
補
佐

兼
建
築
景
観
係
長
）
丸
山
武
▼
上
下

水
道
部
上
水
道
課
長
（
上
下
水
道
部

上
水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
水

谷
茂
▼
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長
（
上

下
水
道
部
上
水
道
課
長
補
佐
兼
工
務

係
長
）
三
澤
廣
▼
保
健
医
療
部
健
康

推
進
課
副
参
事
兼
穂
高
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
長
兼
健
康
支
援
担
当
係
長
（
保

健
医
療
部
健
康
推
進
課
長
補
佐
兼
保

健
予
防
係
長
）
高
橋
正
子

【
退
職
者
】
平
成
27
年
３
月
31
日
付

▼
飯
沼
利
雄
（
福
祉
部
長
）
▼
飯
森

正
敏
（
都
市
建
設
部
長
・
長
野
県
帰

任
）
▼
中
野
純
（
上
下
水
道
部
長
）

▼
白
澤
弘
（
総
務
部
危
機
管
理
課
長
）

▼
鹿
川
一
郎
（
市
民
生
活
部
堀
金
支

所
地
域
課
長
）
▼
三
枝
幸
子
（
福
祉

部
福
祉
課
長
）
▼
曽
山
米
保
（
農
林

部
農
政
課
長
）
▼
浅
川
尚
登
（
都
市

建
設
部
建
築
住
宅
課
長
）

　市制施行 10 周年を記念して、本年度、１年間をかけてさまざまな記念事業が行われます。市民の皆さん
と協働で行う事業や市民の皆さんから提案いただいた事業をお知らせします。（記念事業のスケジュールは
同時折り込みのカレンダーをご覧ください）

問本庁舎内政策経営課　　71・2000 ㈹　　71・5155

市民提案・協働事業がスタート
市制施行
10周年

穂高人形・お船祭保存会
穂高人形　飾り物展示

市民協働事業　岩原の自然と文化を守り育てる会
安曇野の田園風景を楽しむ田んぼ作りレクリエーション

あづみのエフエム　公開生放送
あの頃青春グラフィティ

市制施行10周年
冠事業を募集します

　新本庁舎の開庁に合わせて、
穂高人形・お船祭保存会では、
新本庁舎に穂高人形を展示しま
す。
　保存会の各教室で、魂を込め
て作り上げた迫力の穂高人形で
す。伝統の穂高人形を間近でご
覧いただけますので、皆さんの
来庁をお待ちしています。
●場所　新本庁舎
　　　　 1 階東玄関ロビー
●期間　5月7日（木）～24日（日）
※開庁時間内は自由にご覧いただけます。
（午前8時30分～午後6時、土日も可）

　堀金・岩原区にある国営アルプスあづみの公園計画地で、一昔前の田園風景を残すため、田んぼを作ります。
田んぼを使ったレクリエーションを手伝っていただけるグループ・個人を募集します。

【第１回田植え作業】
●日　　時 ５月 17 日（日）午前９時 30 分～午後２時頃（予定）
●場　　所 国営アルプスあづみの公園（詳細は、申込者に後日連絡）
●内　　容 手植えによる田植え作業を行います。11 月までに月１

回程度の活動（除草作業やはぜかけ作業）を予定して
います。田んぼ作りを通じて、昔ながらの懐かしい風
景を創出する活動です。

●服  装  等 田植え作業のできる服装、長靴、帽子、ゴム手袋、軍手、
お弁当

●申し込み ５月 10 日までに「氏名」「年齢」「住所及び連絡先」を「岩
原の自然と文化を守り育てる会」事務局（担当：須之
部さん　　090・7447・7327）へ申し込んでください。

 （受付時間　午後 5時～ 7時）

　市制施行 10 周年を記念して、
新本庁舎で出張公開生放送が行
われます。全国 59 のコミュニ
ティ FM放送局を結び、市の魅
力を全国に発信します。皆さん
の観覧をお待ちしています。
●場所　新本庁舎
　　　　 1 階東玄関ロビー
●日時　5月 23 日（土）

午後１時～３時 55 分
※新本庁舎周辺は、混雑が予想され
ます。できるだけ乗り合わせや公共
機関でお越しください。

　市民・団体の皆さんが行うイ
ベントなどで「安曇野市制施行
10 周年記念」の冠を付けて行っ
ていただける事業がありました
ら、政策経営課までご連絡くだ
さい。詳しくは、政策経営課へ
お問い合わせください。（市の
ホームページにも掲載していま
す。）

※のぼり旗・横
断幕の貸出しを
します。

市民提案事業 募集

一昔前の田園風景が残る国営アルプスあづみの公園
計画地
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中
高
年
の
皆
さ
ん
も
楽
し
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
全
６
回
）

▽
６
月
21
日（
日
）体
力
測
定・軽
ス
ポ
ー

ツ
（
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
等
）

▽
７
月
12
日
（
日
）
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

▽
８
月
22
日
（
土
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▽
９
月
６
日
（
日
）
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

▽
９
月
27
日
（
日
）
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▽
10
月
25
日
（
日
）
体
力
測
定
・
軽
ス

ポ
ー
ツ
（
囲
碁
ボ
ー
ル
等
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所　

市
内
体
育
施
設
等

●
運
営　

市
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
「
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
」

●
対
象　

一
般

●
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

６
０
０
円（
別
途
保
険
料
、

バ
ス
代
等
）

●
申
し
込
み　

５
月
11
日
（
月
）
か
ら

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
時
間
は
、午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
時
間
を
お
い

て
掛
け
直
し
く
だ
さ
い
。

市
制
施
行
10
周
年
記
念

第
52
回
童
謡
祭
り

第
34
回
作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　

童
謡
祭
り
は
「
め
え
め
え
児こ

や

ぎ
山
羊
」

の
作
詞
者
で
あ
る
藤
森
秀
夫
（
詩
人
・

ド
イ
ツ
文
学
者
・
豊
科
出
身
）
の
業
績

を
顕
彰
し
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

の
名
歌
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
５
月
５
日（
火・こ
ど
も
の
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　
「
き
ぼ
う
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
内
容

○
第
34
回
作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
・
最
優
秀
曲
の
披
露

○
演
奏
会　

▽
花
園
共
同
保
育
園
児

に
よ
る
楽
し
い
歌　

▽
安
曇
野
市
童

謡
・
唱
歌
を
歌
う
会
に
よ
る
懐
か
し

い
歌　

▽
豊
科
コ
ー
ラ
ス
団
体
に
よ

る
藤
森
秀
夫
の
作
品
披
露　

▽
会

場
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
合
唱
し
ま

す
。

●
入
場
料　

無
料

　

豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、
館
内
く
ん

じ
ょ
う
（
収
蔵
資
料
の
防
虫
）
作
業
の

た
め
、
５
月
26
日
（
火
）・
27
日
（
水
）

の
２
日
間
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
と
は
、「
ゆ
っ

く
り
歩
き
」
と
「
は
や
歩
き
」
を
交
互

に
繰
り
返
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
筋
力
・

体
力
が
つ
き
、
生
活
習
慣
病
を
改
善
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
仕
組
み
と

効
果
を
実
際
に
体
験
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
21
日
（
木
）
午
後
２
時

〜
４
時
30
分

●
場
所　

穂
高
総
合
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
で
50
歳
以
上
の
人

●
服
装　

運
動
が
で
き
る
服
装
、
屋
内

用
運
動
靴

●
内
容　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
実
技

●
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熟
年
体
育
大
学

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

●
申
し
込
み　

５
月
19
日
（
火
）
ま
で

に
、電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ
う
か
い
! !
」

で
は
、
明
科
地
域
を
題
材
に
し
た
写
真

（
明
科
地
域
か
ら
他
地
域
を
撮
影
し
た

写
真
も
可
）
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。

安
曇
野
ら
く
ら
く
ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ッ
ジ
参
加
者
の
募
集

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

71
・
２
４
６
７ 　

71
・
２
３
３
８

豊
科
公
民
館
の
催
し

豊
科
支
所
内
豊
科
地
域
課

72
・
３
１
１
１ 　

72
・
８
３
４
０

５
月
７
日
以
降 　

71
・
２
４
９
４
㈹　

72
・
３
１
７
６

豊
科
郷
土
博
物
館
臨
時
休
館

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 　

72
・
７
７
７
２

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
体
験
会

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 　

62
・
３
５
２
５

５
月
７
日
以
降 　

71
・
２
４
６
６ 　

71
・
２
３
３
８

明
科
い
い
と
こ
撮
ろ
う
か
い

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

明
科
公
民
館
内
明
科
地
域
課

　

62
・
４
６
０
５ 　

62
・
５
８
９
４

●
応
募
締
切　

９
月
30
日
（
水
）
必
着

●
応
募
条
件
等　

▽
４
月
以
降
に
撮
影

し
た
未
発
表
の
作
品　

▽
カ
ラ
ー
プ

リ
ン
ト
２
Ｌ
版
以
上
四
つ
切
サ
イ
ズ

以
内　

▽
応
募
枚
数
は
制
限
な
し
。

た
だ
し
、
入
賞
は
一
人
一
点　

▽
画

像
の
合
成
、
加
工
は
不
可　

▽
著
作

権
は
主
催
者
に
属
し
、
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
▽
入
賞
作
品
は
デ
ー
タ

等
を
提
出
願
い
ま
す
。

●
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
各
公
民

館
に
備
え
付
け
の
応
募
票
を
添
付
の

上
、
郵
便
ま
た
は
明
科
公
民
館
窓
口

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
発
表
・
展
示　

結
果
は
後
日
通
知

す
る
と
と
も
に
、
明
科
公
民
館
で
開

催
す
る
10
月
末
の
地
域
文
化
祭
で
展

示
・
発
表
し
ま
す
。

●
賞　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３

点
、
入
選
５
点
に
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

●
応
募
先　

〒
３
９
９
―
７
１
０
２
明

科
中
川
手
６
８
２
４
‐
１
明
科
公
民

館
内
「
明
科
い
い
と
こ
撮
ろ
う
か
い

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
」
へ

※
明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ
う
か

い
! !
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://akashina.net/

堀金公民館「農業体験講座」受講者募集
 堀金公民館　　72・5796　　72・5801

　カボチャ・落花生などの作付けを行い、収穫後は調理講座を開催します。
●日程　第１回「カボチャの植えつけ」５月 20 日（水）午前 10 時～正午　※天候によって変更あり
　第２回目以降の予定　 ▽毎月１～２回の共同作業（平日午前中） ▽ 12 月　調理講座
　※その他、随時管理作業
●対象　市内在住の非農家で、年間通して参加できる人
●受講料　講座１回あたり 200 円　※調理材料等の経費は別途負担
●定員　10 人（先着順）　※ご夫婦での参加も可能です。
●場所　堀金下堀・田甫集会所ほ場など
●申し込み　４月 27 日（月）～５月 11 日（月）の間に堀金公民館へ電話でお申し込みください。
　（受付時間は午前９時～午後５時）

「水野氏と松本城下町①」受講者募集
 貞享義民記念館　　77・7550　　77・7551

　松本城下町は、貞享騒動の時の城主でもある水野氏の時代に完成したといわれています。
　城下町の繁栄を祈って祀られた神社等を見学し、水野氏の足跡にも着目し、騒動の時代背景を考えます。
●日時　５月 22 日（金）　午前８時 50 分集合　午後４時 30 分解散予定
●集合場所　貞享義民記念館ロビー
●見学場所　松本城、松本市立博物館、高橋家住宅、岡宮神社、十王堂跡、深志神社
●講師　後藤芳孝さん（松本城管理事務所研究専門員）
●定員　20 人
●参加費　1,500 円程度（実費：資料代、昼食代等）
●持ち物　飲み物、雨具等
●申し込み　５月 10 日（日）までに、電話かファクスでお申し込みください。抽選の結果は、14 日（木）まで
に申込者に連絡します。

豊
科
公
民
館
講
座

第
３
回
「
石
碑
に
刻
ま
れ
た
歴
史
を

探
る
」

　

バ
ス
と
徒
歩
で
石
碑
を
巡
り
ま
す
。

●
日
時　

５
月
31
日
（
日
）　

午
前
８

時
30
分
〜
11
時
30
分
（
集
合　

午
前

８
時
）

●
場
所　

明
科
地
域
内

※
詳
細
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象
者　

一
般

●
講
師　

高
原
正
文
さ
ん（
郷
土
史
家
、

信
濃
史
学
会
理
事
）

●
定
員　

18
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

２
０
０
円

●
申
し
込
み　

５
月
18
日
（
月
）
午
前

９
時
か
ら
豊
科
地
域
課
（
豊
科
公
民

館
）
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

豊
科
公
民
館
講
座

第
２
回
「
光
城
山
の
自
然
と
歴
史
」

　

光
城
山
を
散
策
し
な
が
ら
生
育
す
る

植
物
を
学
習
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
４
日
（
木
）
午
前
９
時

〜
11
時
30
分
（
集
合　

午
前
８
時
30

分
）

●
集
合
場
所　

光
城
山
登
山
口
駐
車
場

※
光
城
山
頂
上
の
古
峯
神
社
で
解
散

（
山
頂
で
の
昼
食
が
可
能
）

●
対
象　

登
山
が
可
能
な
人

●
内
容　

植
物
の
名
前
の
由
来
、
植
生

な
ど
の
解
説

●
講
師　

横
内
文
人
さ
ん
（
長
野
県
自

然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

２
０
０
円

●
持
ち
物　

登
山
が
で
き
る
服
装
、
雨

具
、
飲
物
、
筆
記
用
具
な
ど

※
小
雨
決
行
。
中
止
の
場
合
は
受
講
者

へ
連
絡
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

５
月
21
日
（
木
）
午
前

９
時
か
ら
電
話
で
豊
科
地
域
課
（
豊

科
公
民
館
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

生涯学習・施設のイベント
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安
曇
野
の
春
風
を
感
じ
な
が
ら
、
工

房
前
の
テ
ン
ト
で
、
ガ
ラ
ス
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

４
月
25
日
（
土
）
〜
５
月
６

日
（
水
）
午
前
の
部 

午
前
９
時
〜

午
後
０
時
30
分　

午
後
の
部 

午
後

１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房
屋
外

テ
ン
ト

●
体
験
内
容　
《
リ
ュ
ー
タ
ー
体
験
》

グ
ラ
ス
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
等
か

ら
一
つ
を
選
び
、
リ
ュ
ー
タ
ー
で
ガ

ラ
ス
に
絵
柄
を
彫
り
ま
す
。《
小
物

作
り
体
験
》
ガ
ラ
ス
の
小
瓶
、
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
、
バ
レ
ッ
タ
等
か
ら
一

つ
を
選
び
、
当
工
房
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

色
ガ
ラ
ス
チ
ッ
プ
を
貼
り
合
わ
せ
作

品
を
制
作
し
ま
す
。

●
参
加
費　
《
リ
ュ
ー
タ
ー
体
験
》

　

１
３
６
０
円
《
小
物
作
り
体
験
》

　

１
６
２
０
円

●
申
し
込
み　

不
要

　

市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
、「
あ

づ
み
の
新
進
音
楽
家
公
開
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
」
に
名
称
を
改
め
、一
般
の
部
、

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
を
設
け
、
出
場
者
を
募

集
し
ま
す
。
一
般
の
部
は
、
12
月
と
１

月
に
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
は
、
３
月
に
開
催
す
る
音
楽
会

の
出
演
者
を
選
考
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
25
日
（
土
）
午
前
９
時

〜　

※
開
始
時
間
は
、
変
更
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
募
集
対
象

一
般
の
部　

器
楽
（
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー

ト
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
等
）、
声
楽

ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

器
楽
（
ピ
ア
ノ
・

フ
ル
ー
ト
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
等
）

※
声
楽
は
、
対
象
外

●
参
加
資
格

一
般
の
部　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と

▽
市
内
に
在
住
、
通
勤
、
通
学
の
人

▽
松
本
広
域
連
合
構
成
市
町
村
内
、
大

町
市
・
池
田
町
・
松
川
村
に
在
住
の
人

レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト
（
接
遇
係
）

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」「
き

ぼ
う
」
等
で
行
わ
れ
る
自
主
企
画
事
業

の
際
、
来
場
者
並
び
に
出
演
者
へ
の
応

対
を
担
当
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト

（
接
遇
係
）
を
公
募
し
ま
す
。

●
内
容　

チ
ケ
ッ
ト
の
も
ぎ
り
、
席
へ

の
誘
導
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
と
回

収
、
花
束
贈
呈
、
公
演
中
の
安
全
管

理
等

●
参
加
条
件　

①
20
歳
以
上
の
人
②
土

日
・
祝
日
に
年
４
〜
５
回
以
上
、
お

手
伝
い
で
き
る
人
③
市
内
も
し
く

は
、
近
隣
に
在
住
の
人

●
申
し
込
み　

申
し
込
み
は
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
の

い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
窓
口
あ
る
い
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま

す
。

●
募
集
期
間　

５
月
19
日
（
火
）
必
着

●
選
考　

書
類
選
考
に
よ
り
、
教
育
委

員
会
に
て
決
定
し
ま
す
。
選
考
の
結

果
は
、
５
月
末
日
ま
で
に
、
図
書
館

交
流
課
か
ら
申
込
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

●
謝
礼　

別
に
定
め
る
額
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

藤
井
千
秋
展

～
美
術
館
は
オ
ト
ギ
ノ
ク
ニ
～

　

藤
井
千
秋
は
昭
和
20
年
代
、雑
誌
「
少

女
の
友
」
の
人
気
挿
絵
作
家
と
し
て
活

躍
し
、
そ
の
後
、
小
学
館
の
ア
ン
デ
ル

セ
ン
の
名
作
「
に
ん
ぎ
ょ
ひ
め
」
な
ど

の
絵
本
の
挿
絵
を
多
数
手
掛
け
ま
し
た
。

●
日
時　

４
月
25
日
（
土
）
〜
６
月
７

日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
５
月
４
日

を
除
く
）、
５
月
７
日
（
木
）

●
入
館
料　

一
般
７
０
０
円
（
６
０
０

円
）
／
大
学
生
・
高
校
生
５
０
０
円

（
４
０
０
円
）

※
カ
ッ
コ
内
は
20
人
以
上
の
団
体
に
適
用

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

粘
土
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

バ
ラ
の
小
物
入
れ
、
ま
た
は
人
形
ブ

ロ
ー
チ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

５
月
14
日
（
木
）、24
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

バ
ラ
の
小

物
入
れ
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
人

形
ブ
ロ
ー
チ

●
講
師　

降
旗
香
代
子
さ
ん

●
場
所　

美
術
館
多
目
的
ホ
ー
ル

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
入
館
券
１

枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

●
定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

５
月
１
日
（
金
）
か
ら

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ロ
マ
ン
ド
ー
ル
展
～
春
風
に
の
っ
て
～

　

藤
井
千
秋
展
に
ち
な
ん
で
、
降
旗
香

代
子
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

５
月
２
日（
土
）〜
31
日（
日
）

●
会
場　

美
術
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ル
ー
ム

●
観
覧
料　

無
料

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

●
日
時　

会
期
中
の
日
曜
日　

午
後
２

時
か
ら
約
30
分
程
度

自
由
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

絵
を
切
り
抜
い
て
、
貼
っ
て
、
美
術

館
を
オ
ト
ギ
ノ
ク
ニ
に
し
よ
う
！

●
日
時　

会
期
中
随
時

　

４
月
１
日
か
ら
、
中
学
生
以
下
に
加

え
て
、
市
内
在
住
の
満
70
歳
以
上
の
入

館
も
無
料
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
施
設

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
受
付
で
証
明

す
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）。

豊
科
郷
土
博
物
館
、豊
科
近
代
美
術
館
、

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化
　
そ
の
39

文
化
課
博
物
館
係

62
・
３
０
９
０ 　

62
・
３
５
２
５

　
有あ

り
あ
け
や
ま
じ
ん
じ
ゃ

明
山
神
社
の

　
　
裕
明
門
と
手
水
舎

　
穂
高
宮み

や
し
ろ城

に
あ
る
有
明
山
神
社
は
、
有
明

山
を
信
仰
す
る
山
岳
信
仰
神
社
で
す
。

　
明
治
35
年
に
造
ら
れ
た
有
明
山
神
社
の
裕

明
門
と
手
水
舎
は
市
指
定
有
形
文
化
財
に

な
っ
て
お
り
、
施
さ
れ
た
彫
刻
は
見
ど
こ
ろ

の
一
つ
で
す
。
裕
明
門
は
日
光
東
照
宮
の
陽

明
門
に
似
せ
て
造
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
彩
色
が
さ
れ
て
い
な
い
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
門
で
す
が
、
眠ね

む
り
ね
こ猫

や
十
二
支
な
ど
の

豪
華
な
彫
刻
が
み
ら
れ
ま
す
。
彫
刻
は
立
川

流
建
築
の
清
水
虎
吉
の
作
で
す
。
一
方
の
手

水
舎
は
山
口
権
之
正
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
天

井
に
は
ケ
ヤ
キ
の
一
枚
板
に
見
事
な
龍
が
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
参
道
や
境
内
は
桜
の
木
が
多
く
、

名
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
遅
い
山
の
春

が
訪
れ
る
季
節
に
は
、
参
詣
者
を
は
じ
め
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

▽
高
校
生
以
上
で
あ
る
こ
と
。

▽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
６
人
ま
で
。

▽
市
内
で
の
活
動
に
積
極
的
で
あ
る
こ

と
等

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

▽
市
内
に
在
住
、
通
学
さ
れ
て
い
る
小

学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生

▽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
６
人
ま
で

●
演
奏
曲　

自
由
。
演
奏
時
間
は
５
〜

10
分
程
度
。

●
参
加
費

一
般
の
部　

２
０
０
０
円

ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

無
料

●
応
募
方
法　
「
み
ら
い
」
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
５
月
31
日
（
日
）
ま
で
に
、「
み

ら
い
」
内
「
あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家

公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」担
当
ま
で
、

郵
送
・
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は

メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
別
体
験

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房

72
・
８
０
３
０

市
制
施
行
10
周
年
記
念

「
あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家
公
開

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」出
場
者
募
集

図
書
館
交
流
課
図
書
館
交
流
担
当

81
・
３
１
１
１ 　

82
・
０
９
６
６

市
制
施
行
10
周
年
記
念

豊
科
近
代
美
術
館　

春
の
特
別
展

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 　

73
・
６
３
２
０

《
美
術
館
・
博
物
館
》

市
内
在
住
の
満
70
歳
以
上
は

入
館
無
料

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 　

62
・
３
５
２
５

有明山神社手水舎　（穂高有明）

切 り 取 り

田
淵
行
男
記
念
館
、
高
橋
節
郎
記
念
美

術
館
、
穂
高
郷
土
資
料
館
、
臼
井
吉
見

文
学
館
、
貞
享
義
民
記
念
館
、
飯
沼
飛

行
士
記
念
館
、
穂
高
陶
芸
会
館

豊科近代美術館　春の特別展　安曇野市制施行 10 周年

「藤井千秋展～美術館はオトギノクニ～」

安曇野市民招待券
（本券にて大人 1 人まで無料）

4月 25日（土）～6月7日（日）

●開館時間：午前９時～午後５時（受付は午後４時 30 分まで）
●休 館 日：4 月 27 日（月）、 5 月 7 日（木）、 11 日（月）、
　　　　　　18 日（月）、 25 日（月）、 6 月 1 日（月）
※中学生以下、市内在住 70 歳以上の人は無料でご観覧いただけます。

生涯学習・施設のイベント

WEB版ではご利用できません
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「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、里
山
の
自
然
、歴
史
・

文
化
な
ど
を
堪
能
し
な
が
ら
、
健
康
づ

く
り
や
環
境
保
全
を
兼
ね
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
30
日
（
土
）
午
前
９
時

〜
正
午

●
場
所　

明
科
地
域
「
旧
篠
ノ
井
線
廃

線
敷
」
周
辺

※
少
雨
決
行

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

●
費
用　

無
料

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
内
容　

地
元
産
ホ
テ
イ
チ
ク
（
布
袋

竹
）
を
使
っ
た
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

の
講
習
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

廃
線
敷
の
紹
介
（
参
加
者
に
は
ホ
テ

イ
チ
ク
を
進
呈
）

●
服
装　

運
動
が
で
き
る
服
装
、
運
動

靴
●
持
ち
物　

飲
み
物

●
申
し
込
み　

４
月
23
日
（
木
）
午
前

９
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

旧
篠
ノ
井
線
廃
線
敷
ウ
オ
ー

キ
ン
グ穂

高
支
所
内
環
境
課
環
境
政
策
係

82
・
３
１
３
１
㈹ 　

82
・
６
６
２
２

５
月
７
日
以
降 　

71
・
２
４
９
２ 　

72
・
３
１
７
６

５月１日（金）から 
あなたの知識と感動を貯める 

「読書通帳」を配布します！ 

　図書館では、読書への関心を高めるとともに、図書館
の利用促進につなげるため、「読書通帳」を配布します。 
　この通帳は、自分が読んだ本を記録し、貯めるものです。
この通帳にたくさんの知識や感動を貯めて、心豊かに過ご
しましょう。

●配布対象 　市図書館利用者カードを持っている人で、
　読書通帳の利用を希望する人（一人１冊ずつ） 

●配布場所　 中央図書館、豊科図書館、三郷図書館、堀金図書館、
　明科図書館 （※三郷図書館は休館中のため、７月１日から配布） 

●入手方法 　配布場所で利用者カードを提示してください（無料）
イラストは、丸山綾子さん
（市出身　絵本作家）によるものです。

読書通帳って、どんなもの？ 
Ｑ　何を記録するの？ 
Ａ　この通帳は、「読み終わった日」「本の名前」「著者名」を書き込むことができます。また、本
の感想を「☆（ふつう）」「☆☆（よかった）」「☆☆☆（すごくよかった）」と☆星印をぬって書け
るようになっています。 
Ｑ　どんな本を記録するの？ 
Ａ　図書館や学校で借りた本、自分で買った本、もらった本、読んでもらった本などです。 
Ｑ　通帳が満期になったらどうするの？ 
Ａ　この通帳は、100 冊で満期になります。満期になったら「一番心に残った本・だれかにおすす
めした本」と「感想」を記入し、図書館にご持参ください。新しい通帳をお渡します。
なお、記入した本が 50冊、100 冊に達した時に認定スタンプを押印します。

【問い合わせ先】　中央図書館　　84・0111　　84・0116

５月の図書館イベント

中央図書館映画上映会（入場無料）
｢蒼天の夢 ～松陰と晋作・新世紀への挑戦～」
2008 年 日本 <上映時間　119 分 >

●日時　8日（金）開場18：30　上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　20日（水） 16：30～
　　　　　　●場所　おはなしのへや

おりがみのへや
堀金図書館　●日時　27日（水） 16：30～
　　　　　　●場所　児童コーナー
ドキドキ・ワクワクお話の世界

◇　中央図書館　おはなしのとびら
おはなしのへや
６・13・20・27日（各水曜日）
　　　　　 10：30～（乳幼児対象）

◇　中央図書館　おはなしとしょかん
おはなしのへや
16日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
多目的室
15日（金） 11：00～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
多目的室
15日（金） 16：30～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館　ポケットの会
三郷公民館児童室
９日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館　おはなしのへや
児童コーナー
19日（火） 10：30～（乳幼児対象）

      19 日（火） 16：30～（幼児以上対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなしの会

おはなしの部屋
23日（土） 11：00～（乳幼児以上対象）

　

北
ア
ル
プ
ス
の
烏
帽
子
小
屋
に
勤
め

て
20
数
年
の
菅
原
悦
子
さ
ん
に
よ
る
写

真
展
で
す
。

●
日
時　

４
月
21
日
（
火
）
〜
７
月
12

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
所　

田
淵
行
男
記
念
館
地
階
展
示
室

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
４
月
28
日
〜

５
月
６
日
は
無
休

●
入
館
料

　

高
校
生
以
上

　

３
０
０
円
、

　

70
歳
以
上
の

　

市
民
は
無
料

田
淵
行
男
記
念
館　

菅
原
悦
子
写
真
展

「
烏
帽
子
岳　

水
も
の
が
た
り
」

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 　

88
・
２
０
１
０

「
コ
ル
ク
と
ワ
イ
ヤ
ー
で
カ
ー
ド
た

て
を
作
ろ
う
」

　

コ
ル
ク
と
や
わ
ら
か
い
ワ
イ
ヤ
ー
を

使
っ
て
、
自
分
だ
け
の
カ
ー
ド
た
て
を

作
り
ま
せ
ん
か
。
小
さ
な
子
ど
も
は
親

子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
４
時
ご
ろ

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
講
義
室

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
し
込
み　

４
月
24
日
（
金
）
午
前

10
時
か
ら
明
科
図
書
館
窓
口
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
２
回
明
科
図
書
館

　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
講
座

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 　

62
・
１
１
２
４

　

４
月
23
日
は
子
ど
も
読
書
の
日
で

す
。
中
央
図
書
館
で
は
、「
本
と 

と
も

だ
ち 

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

と
題
し
、お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
図
書
館
で
は
、「
図
書
館
・

本
」
に
関
す
る
本
の
展
示
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
26
日(

日)　

午
前
10

時
30
分
〜
11
時

●
会
場　

中
央
図
書
館
お
は
な
し
の
へ

や
（
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
」
内
）

●
対
象　

乳
幼
児
以
上
対
象

子
ど
も
読
書
の
日

　
　
　
　
「
お
は
な
し
会
」

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 　

84
・
０
１
１
６

　

私
が
紹
介
す
る
本
は
、「
チ
ー
ム
ふ
た
り
」

と
い
う
本
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
小
学
校
の
卓
球
部
を
舞
台

に
し
た
お
話
で
す
。
主
人
公
・
大
地
は
６

年
生
。
小
学
校
最
後
の
試
合
で
最
強
の
ダ

ブ
ル
ス
を
組
み
た
か
っ
た
の
に
、
５
年
生
の

純
と
組
む
こ
と
に
な
り
納
得
の
い
か
な
い

大
地
。
だ
け
ど
、
学
校
で
も
家
で
も
そ
れ

ど
こ
ろ
で
な
い
事
件
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
、
大
地
が
見

つ
け
た
「
チ
ー
ム
ふ
た
り
」
の
形
と
は
？

　

私
が
特
に
好
き
な
場
面
は
、
大
地
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
純
が
、
大
地
の
卓
球
シ
ュ
ー
ズ

が
壊
れ
て
い
る
の
で
買
っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い

と
、
大
地
の
お
母
さ
ん
に
お
金
を
持
っ
て
頼

む
場
面
で
す
。

　

文
字
も
小
さ
く
な
く
、
小
学
校
高
学
年

か
ら
十
分
読
め
る
本
で
す
。
続
編
も
あ
る

の
で
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

お
す
す
め
の
一
冊

チ
ー
ム
ふ
た
り

吉
野
万
里
子　

著　

宮
尾
和
孝　

絵

紹介する人
高山和音さん
  （堀金中学校２年）

館
 
す。
過ご

イラストは、丸山綾子さん

菅原悦子撮影　朝霧はれる

図書館・施設のイベント
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髙橋節郎記念美術館の催し
安曇野髙橋節郎記念美術館
　81・3030　　82・0551

講座「漆黒に輝く金と貝」
漆パネル制作講座参加者の募集
　市名誉市民である髙橋節郎さんの技法を学び、そ
の芸術世界の理解を深めるため、漆芸の体験講座を
開催します。漆塗りの小パネルに、漆芸技法を施し
てオリジナル作品を制作します。
●日時　６月６日（土）・７日（日）
●指導　東京藝術大学漆芸研究室
●定員　10 人（先着順）
●参加料　３０００円
●申し込み　４月 28 日（火）
～５月 31 日（日）の間に電話で
お申し込みください。
（受付：午前９時～午後５時）

第４回そば猪口アート公募展
出品作品募集
　そば猪口アート展実行委員会では、公募展を 10
月に開催します。この展覧会に出品する作品を募集
します。
※自作未発表作品に限る。
●賞　大賞１人（10 万円）準大賞１人（５万円）
優秀賞２人（３万円）
●受付期間　７月１日（水）～ 20 日（月）
●選考　作品の審査があります。
審査員（敬称略）東京藝術大学教授　三田村有
純、茨城県陶芸美術館長・多治見市美濃焼ミュー
ジアム館長　金子賢治、日本ガラス工芸協会理事
長　藤田潤、現代工芸美術家協会長野会長　木下
五郎、髙橋節郎記念美術館長　宮下克彦　
●申し込み　市ホームページから出品票を入手する
か、美術館窓口備え付けの出品票で応募してくだ
さい。

第 11回友の会会員展
　県内外の会員が、絵画・工芸・彫刻・写真・手芸
など様々なジャンルの作品を出品します。
●会期　５月 16 日（土）～ 31 日（日）午前９時～
午後５時
●休館日 月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
●場所　安曇野髙橋節郎記念美術館南の蔵、メディ
アフォーラム、水辺のギャラリー
●入場料　無料（本館展示室は有料）

　

安
曇
野
に
春
を
告
げ
る
催
し
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
「
早
春
賦
ま
つ
り
」
を

本
年
も
早
春
賦
歌
碑
前
で
開
催
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
観
光
大
使
の
上
松
美
香
さ

ん
ら
に
よ
る
ア
ル
パ
演
奏
や
市
内
小
学
生

の
合
唱
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
ラ
ス
ト
の
早

春
賦
大
合
唱
で
は
、
楽
器
を
持
参
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
も
演
奏
に
参
加
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
29
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
●
場
所　

穂
高
川
右
岸
早
春
賦
歌
碑
前

市
制
施
行
10
周
年
記
念

第
32
回
早
春
賦
ま
つ
り

穂
高
支
所
内
観
光
交
流
促
進
課

82
・
３
１
３
１
㈹ 　

82
・
６
６
２
２

第
30
回
安
曇
野
早
春
賦
音
楽
祭

＝
本
ス
テ
ー
ジ
＝

〜
未
来
へ
の
懸
け
橋　

メ
モ
リ
ア

ル
コ
ン
サ
ー
ト
〜

●
そ
の
他　

参
加
無
料
。
周
辺
に
駐
車

場
が
な
い
た
め
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

日
本
の
春
の
名
歌　
“早
春
賦 

”
の

里
安
曇
野
を
舞
台
に
、
本
年
も
早
春
賦

音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
で
30
回
と
な
る
早
春
賦
音
楽
祭

本
ス
テ
ー
ジ
。
小
中
学
校
合
唱
部
、
地

域
の
合
唱
団
、
ゲ
ス
ト
出
演
者
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
開
場　

午
後
１
時
）

●
場
所　

穂
高
会
館　

講
堂

●
内
容

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
「
さ
あ
！
早
春
賦
」

▽
招
待
演
奏
（
小
中
学
校
合
唱
部
）

▽
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
「
イ
タ
リ
ア
か
ら

の
風　

安
曇
野
の
空
へ
」
松
井
敦
子

さ
ん

●
入
場
料　

前
売
り
５
０
０
円
・
当
日

８
０
０
円
（
小
・
中
・
高
校
生
無
料
）

●
主
催　

早
春
賦
音
楽
祭
実
行
委
員

市
制
施
行
10
周
年
記
念

第
11
回
あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦

音
楽
祭

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 　

62
・
３
５
２
５

５
月
７
日
以
降 　

71
・
２
４
６
６ 　

71
・
２
３
３
８

会
、
早
春
賦
愛
唱
会
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ　

早
春
賦
愛
唱
会　

西

山
さ
ん　
（　

82
・
７
２
９
０
）

　

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
内
に

設
置
す
る
ス
テ
ー
ジ
で
歌
や
演
奏
を
行

い
ま
す
。
本
年
の
ゲ
ス
ト
は
松
本
出
身

のM
A
M
A
N
O
RIA

（
マ
マ
ノ
リ
ア
）。

新
緑
の
園
内
で
の「
音
楽
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
４
日
（
月
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
場
所　

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公

園
（
堀
金
・
穂
高
地
区
）

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
「
ア
ル
プ
ス
に
ひ
び

か
そ
う
！
み
ん
な
の
歌
声
！
」

▽
吹
奏
楽
の
祭
典
（
松
本
音
楽
団
、
安

曇
野
市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
）

▽
Ｆ
Ｍ
長
野
公
開
録
音
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ス

ト
「
マ
マ
ノ
リ
ア
」

▽
小
中
学
校
重
唱
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
優

秀
校

▽
公
募
ス
テ
ー
ジ
、
太
鼓
の
演
奏
ほ
か 

●
主
催　

あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦
音
楽

祭
実
行
委
員
会

●
そ
の
他　

会
場
周
辺
は
大
変
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
臨
時
駐
車
場
お
よ

び
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス(

Ｊ
Ｒ
豊
科

駅
〜
堀
金
支
所
臨
時
駐
車
場
〜
公
園

中
央
口)

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園
堀
金
・
穂
高
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（　

71
・
５
５
１
１
）

緑のカーテン講座
 環境課環境政策係　　82・3131 ㈹　　82・6622（５月７日以降　　71・2000 ㈹　　71・5000）

　省エネ対策、地球温暖化対策の一環として「緑のカーテン」講座を開催します。「緑のカーテン」とはゴーヤ
やアサガオなどの植物で作る自然のカーテンのこと。ベランダや軒下に生育させることで、真夏の暑い日差しを
避け、エアコンなどの冷房費削減につながることが期待されます。
●内容　 ▽受講者にゴーヤ苗を配布（50 本限定先着順）
　　　　 ▽ゴーヤ茶の試飲
　　　　 ▽「緑のカーテンと育て方」（NPO法人 あづみ野風土舎）
　　　　 ▽「緑のカーテンと夏の省エネについて」（樋口 嘉一 環境基本計画推進会議委員）
●日時　5月 23 日（土）　午前 10 時～正午　
●場所　豊科交流学習センター　「きぼう」多目的交流ホール
※事前申し込み不要

松井敦子さん

P

P

P

穂高駅
JR大糸線

穂高駅前

穂高神社
Ｎ

くるりん広場

参
集
殿

穂
高
商
業
高
校

至
大
町

至
松
本

至
大
町

至
松
本

穂高支所

穂高駅入口
R147

P

シャトルバス乗降所
自家用車駐車場

▽シャトルバス乗車場所　穂高駅前（観光情
報センター前）・穂高支所（くるりん広場前）・
本陣等々力家駐車場

▽発車時刻　穂高駅前発　①午前８時 50 分　
② 午前９時 20 分　③午前９時 50 分　④午
前 10時５分
※穂高駅からの所要時間　穂高支所（約５分）
本陣等々力家駐車場（約 10 分）早春賦歌碑
東（約 15分）
　早春賦歌碑東発　①午前 11 時 45 分　②正
午　③午後０時 15分　④午後０時 30分

施設のイベント
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屋敷林の未来を考える

早春の安曇野に邦楽の調べ

桑畑からブドウ畑へ 荒廃農地再生

新本庁舎へはしご車出動

地域防災へ決意新たに

松くい虫被害材に新たな命を

　市民などで構成する屋敷林と歴史的まち
なみプロジェクト（場々洋介リーダー）では、
穂高交流学習センター「みらい」で 3月 21
日、５回目となる「安曇野屋敷林フォーラム」
を開催しました。この催しは、市民に屋敷
林など、安曇野の特色ある景観や文化を考
えてもらおうと開催したもので、市民など
約 50 人が参加。当日は、富山県砺波市の散
村保全の取り組み紹介やパネルディスカッ
ションなども行われました。場々さんは「屋
敷林はすばらしい財産。安曇野について考
える機会にしてほしい」と来場者に呼び掛
けました。

　安曇野髙橋節郎記念美術館の早春邦楽演
奏会（同館主催）が 3月 22 日、同館主屋で
行われました。この演奏会は、名誉市民の故・
髙橋節郎さんの生家で、国の登録有形文化
財になっている主屋で邦楽を楽しんでもら
おうと同館が企画。この日は、箏

こと

と尺八に
ピアノも加わり、宮城道雄の「春の海」や
滝廉太郎の「荒城の月」など５曲が演奏され、
集まった約 100 人の参加者が邦楽を楽しみ
ました。参加者の村山和

わ か

可さん（穂高）は「日
本の音楽の素晴らしさを感じ、心がとても
落ち着きました」と話してくれました。

　荒廃した農地をワイン用ブドウ畑として再生する取り
組みが明科七貴・上押野区内の天王原地区の農地で始ま
り 3月 14 日、関係者が赤ワイン用の「メルロー」の苗
を植え付けました。
　当日は、宮澤市長や農業委員など約 50 人が参加。植
えつけ前に式典が行われ、今回、公募により耕作を担う
ことになった池上文康さん（明科中川手）は「農で地域
を元気にし、信州ワインバレーの一員になるよう頑張り
たい」とあいさつしました。
　この取り組みは、明科地域の農業委員が中心となり「明
科地域の農業を守る会」を平成 25 年 10 月に設立し始め
たもので、農地の地権者などと協力し、以前は桑畑とし
て耕作されていた荒廃農地約 3.4 ヘクタールを整備して
きました。
　今後は池上さんが「メルロー」と白ワイン用の「シャ
ルドネ」の苗を合計約 5,000 本植える予定で、3年後に
は収穫し、ワイン醸造元に出荷できる予定です。

　市役所新本庁舎での業務開始を前に、松本広域消防局
によるはしご付消防自動車の架梯調査が 3月 12 日、新
本庁舎敷地内で行われました。この調査は、火災発生時
に迅速に消火・救助活動が行えるよう、3階建て以上の
建物を対象に、管轄する消防署の警防計画に、あらかじ
めはしご付消防自動車の活動方針等を定めておくもので
す。
　この日は、豊科消防署と車両が配備されている渚消防
署（松本市）の職員 11 人が出動。実際に 30 ｍ級のはし
ご付消防自動車を操作しながら、車両の配置場所やはし
ごが届く長さ、最上階からの避難者救出場所などを確認
しました。
　豊科消防署の髙木稔署長（取材当時）は「調査結果を
有効に活用し万一の出動に備えたい」と話しました。

　長年、消防業務に従事し勤務成績優秀な
消防団員に贈られる総務省消防庁の永年勤
続章を市消防団の寺

てらはた

畑佳
よ し じ

司団長（穂高有明）
が、市消防団員として初めて受賞しました。
　本庁舎で３月６日、宮澤市長に報告した
寺畑団長は「受賞は、家族や職場、団員の
支えのお陰」と感謝し、「今後も団員と共に
地域住民の安全安心のため、活動していき
たい」と決意を述べました。

　松くい虫被害を受けた松の被害材を有効
活用し、制作した木工作品の展示会（市・
あづみの再

さ い き

活の松プロジェクト主催）が４
月10日から17日まで穂高交流学習センター
「みらい」で行われました。初日には、家具
や食器、子ども向けのおもちゃなど幅広い
分野の作品が会場に展示され、来場者は作
品に手を触れるなどしていました。同プロ
ジェクトの代表を務める田川理貴さん（穂
高有明）は「被害を受けた松も優れた木材
として活用できることを多くの皆さんに伝
えていきたい」と話しました。

3/21　安曇野屋敷林フォーラム

3/22 安曇野髙橋節郎記念美術館 早春邦楽演奏会

3/14　明科・天王原地区でワイン用ブドウの植え付け

3/12　新本庁舎ではしご付消防自動車の架梯
てい

調査

3/6　市消防団寺畑団長 永年勤続章を受賞

4/10　松くい虫被害材活用 木工作品展示会

植え付け講習会（左上）、整備された農地（左下）、
ブドウを植え付けする池上さん（右）
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Information

情
報
ボ

ク
ス

Azumino City Public Relations

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

問 

教
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

62·

０
１
３
３
㈹ 
62·

５
７
２
１
）

　

市
教
育
委
員
会
の
「
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
で
小
中
学
校
か
ら
の
派

遣
要
請
を
受
け
、
各
学
校
で
活
動
し
て

い
た
だ
く
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　
「
人
材
バ
ン
ク
登
録
カ
ー

　

ド
」
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
（
人
材
バ
ン
ク
登
録
カ
ー
ド

　

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
希
望
者
へ
郵

　

送
し
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
）。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

学
校
と
地
域
の
調
整
役
と
し
て
各
学

校
に
配
置
し
た
「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」が
、要
望
に
適
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
学
校
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。（
登

録
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
が
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
例
】

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
環
境
整
備
活

動
、
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
（
華
道
・

紙
飛
行
機
等
）
の
指
導
、
総
合
的
な
時

間
に
お
け
る
講
座
の
指
導
な
ど

「
地
域
産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業
」

出
展
企
業
募
集

問 

穂
商
工
労
政
課
産
業
連
携
推
進
係

（

82·

３
１
３
１
㈹ 

82·

６
６
２
２
）

　

市
で
は
、
地
域
産
品
の
国
内
向
け
販

路
開
拓
を
支
援
す
る
た
め
、
本
年
度
、

次
の
展
示
会
へ
の
出
展
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
展
示
会
で
首
都
圏
等
の
バ
イ

ヤ
ー
商
談
を
希
望
す
る
企
業
等
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
内
容

●
対
象
者　

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、

　

国
内
農
産
物
を
主
原
料
と
す
る
食
品

　

を
主
と
し
て
扱
う
食
品
製
造
業
者
・

　

加
工
業
者

●
対
象
商
品　

①
市
内
産
の
農
産
物
を

　

原
料
と
す
る
加
工
品
等
②
国
内
産
原

　

料
で
あ
る
が
、
市
内
で
製
造
さ
れ
て

　

い
る
商
品
等
③
安
曇
野
の
ブ
ラ
ン
ド

　

力
を
訴
求
で
き
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

　

に
よ
る
商
品
等

●
応
募
締
切　

５
月
８
日（
金
）【
必
着
】

●
申
込
方
法　

申
し
込
み
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
商
工
労
政
課
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
・
申

　

し
込
み
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ま
た
は
商
工
労
政
課
窓
口
で
入
手
で

　

き
ま
す
。

●
そ
の
他　

応
募
の
あ
っ
た
中
か
ら
各

　

会
場
３
社
を
選
定
し
ま
す
。（
重
複

　

す
る
場
合
は
ど
ち
ら
か
１
会
場
の
み

　

と
し
ま
す
）
応
募
多
数
の
場
合
は
、

　

募
集
要
項
記
載
の
選
定
方
法
に
よ
り

　

選
定
し
ま
す
。

出
展
会
概
要

●
出
展
会
名 

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

５
月
７
日
以
降
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹　

71
・
５
０
０
０

（
各
支
所
地
域
課
・
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

広告欄　広告内容についてのお問い合わせは広告主までお願いします。広告欄　広告内容についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

本 市役所本庁舎　安 県安曇野庁舎　豊 豊科支所　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター　教 教育委員会事務局（旧明科公民館内）

●
開
催
場
所　

①
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

　
（
東
京
都
）
８
月
18
日
（
火
）、
19
日

　
（
水
）
②
Ａ
Ｔ
Ｃ
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト

　

レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
）
平
成

　

28
年
２
月
中
旬
頃

●
出
展
負
担
金　

３
０
０
０
円
（
そ
の

　

他
人
件
費
、
商
品
サ
ン
プ
ル
代
、
宿

　

泊
交
通
費
等
は
実
費
負
担
）

市
制
施
行
10
周
年
記
念

「
安
曇
野
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

２
０
１
５
」
取
り
扱
い
店
募
集

問 

穂
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

82·

３
１
３
１
㈹ 

82·

６
６
２
２
）

　

市
と
市
商
工
会
で
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
を
７
月
に
行

い
ま
す
。
こ
の
商
品
券
を
取
り
扱
う
加

盟
店
を
募
集
し
ま
す
。

●
発
行
総
額　

６
億
３
千
６
百
万
円

　
（
額
面
１
万
２
千
円
分
の
商
品
券
を

　

１
万
円
で
販
売
）

●
有
効
期
間　

７
月
17
日（
金
）〜
平
成

　

28
年
１
月
16
日
（
土
）

●
対
象　

市
内
事
業
所

●
登
録
方
法　

登
録
申
請
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
市
商
工
会
へ
持
参
す
る

　

か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。登
録
申
請
書
は
、

　

市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
商

　

工
会
窓
口
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
締
め
切
り　

５
月
11
日
（
月
）（
取

　

扱
店
名
簿
掲
載
期
限
）
※
締
め
切
り

　

後
も
登
録
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付

　

け
ま
す
。

●
登
録
手
数
料　

①
市
商
工
会
員
不
要

　

②
市
商
工
会
未
加
入
者
（
大
型
店

　

３
万
円
・
大
型
店
以
外
１
万
円
）

●
そ
の
他　

詳
細
は
市
商
工
会
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
登
録
に

　

つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
市
商
工
会

　

穂
高
支
所（

82·

５
８
２
０　

　

82·

５
４
９
４
）
ま
で
。
商
品
券
の

　

購
入
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
は
、６
月
発
行

　
の
広
報
あ
づ
み
の
に
折
り
込
み
ま
す
。

毎
年
５
月
12
日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

問 

健
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

81·

１
６
２
２
㈹ 

81·

０
７
０
３
）

　

市
内
に
２
１
６
人
い
る
「
民
生
児
童

委
員
・
主
任
児
童
委
員
」
は
地
域
の
皆

さ
ん
の
悩
み
ご
と
や
生
活
で
困
っ
た
こ

と
な
ど
の
気
軽
な
相
談
相
手
と
し
て
、

ま
た
市
と
の
架
け
橋
と
し
て
福
祉
の
向

上
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
介
護
、
生
活
上
の
こ
と
、
そ

の
他
福
祉
に
関
し
て
相
談
の
あ
る
場
合

は
、
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
長
寿
社
会
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
災
害
義
援
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

問 

健
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

81·

１
６
２
２
㈹ 

81·

０
７
０
３
）

　

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
災

害
義
援
金
に
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
は
、
全
額
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
被
災
者
の
支
援
に
役
立
て

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
と
長
野
県
神
城

断
層
地
震
に
つ
い
て
は
義
援
金
の
募
集

期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
義
援
金
額
（
３
月
31
日
現
在
）

　

東
日
本
大
震
災
（
平
成
28
年
３
月

　

31
日
ま
で
募
集
期
間
延
長
）

　

５
１
４
８
万
１
０
９
５
円

　

長
野
県
神
城
断
層
地
震
（
平
成
27
年

　

９
月
30
日
ま
で
募
集
期
間
延
長
）

　

38
万
７
５
９
３
円

　

長
野
県
南
木
曽
町
豪
雨
災
害

　

15
万
４
２
９
３
円

　

広
島
県
大
雨
災
害

　

８
万
３
５
６
４
円

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

学校支援ボランティアによる読み聞かせ
（穂高西小学校）
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市
ま
ち
づ
く
り
計
画（
新
市
建

設
計
画
）
を
変
更
し
ま
し
た

問 
本
政
策
経
営
課
企
画
担
当

（

71·
２
０
０
０
㈹ 

71·

５
１
５
５
）

　

平
成
24
年
６
月
に
「
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
被
害
を
受
け
た
合
併
市
町
村
に

係
る
地
方
債
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、

旧
合
併
特
例
事
業
債
の
発
行
期
間
が
５

年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
市
に
お
い
て
も

平
成
27
年
度
以
降
、
市
民
が
必
要
と
す

る
公
共
施
設
等
の
建
設
が
引
き
続
き
計

画
さ
れ
て
お
り
、
旧
合
併
特
例
事
業
債

を
有
効
活
用
し
、
未
来
に
健
全
財
政
と

財
産
を
継
承
で
き
る
よ
う
「
安
曇
野
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計
画
）」

の
計
画
期
間
を
変
更
し
ま
し
た
。

●
変
更
内
容　

計
画
期
間
「
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
」
の
10
年
間

か
ら
「
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

ま
で
」
の
16
年
間
に
変
更
し
ま
し
た
。

変
更
に
伴
い
「
市
財
政
計
画
」
も
併
せ

て
変
更
し
ま
し
た
。

　

な
お
、変
更
後
の「
安
曇
野
市
ま
ち
づ

く
り
計
画（
新
市
建
設
計
画
）全
文
」は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

穂
高
支
所
の
不
要
物
品
を

売
却
し
ま
す

問 

安
財
産
管
理
課
管
財
担
当

（

71·

２
０
０
０
㈹ 

72·

１
３
４
０
）

　

穂
高
支
所
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
物

品
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま

す
。
一
般
競
争
入
札
と
は
、
入
札
参
加

者
が
価
格
を
競
い
合
っ
て
、
市
が
あ
ら

か
じ
め
定
め
た
最
低
売
却
価
格
以
上
で

最
も
高
い
価
格
を
つ
け
た
人
に
購
入
し

て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

●
事
前
参
加
申
込
期
間　

５
月
11
日

　
（
月
）
〜
22
日
（
金
）
午
後
５
時
（
受

　

付
は
、
土
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前

　

９
時
〜
午
後
５
時
）

●
申
込
方
法　

運
転
免
許
証
な
ど
の
身

　

分
証
明
書
を
持
参
の
上
、
財
産
管
理

　

課
の
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
下
見
日
時　
５
月
18
日（
月
）〜
23
日

　
（
土
）
▽
午
前
10
時
〜
11
時
▽
午
後

　

２
時
〜
３
時

●
下
見
場
所　

穂
高
支
所
１
階
（
穂
高

　

６
６
５
８
番
地
）

　

※
入
札
当
日
も
参
加
申
込
と
物
品

　
　

確
認
は
で
き
ま
す
が
、
当
日
の

　
　

混
乱
を
避
け
る
た
め
事
前
準
備
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
入
札
日
時　

５
月
24
日
（
日
）
午
前

　

９
時
〜

●
入
札
場
所　

穂
高
支
所
１
階
（
穂
高

　

６
６
５
８
番
地
）

●
そ
の
他　

入
札
内
容
は
各
支
所
地
域

　

課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

確
認
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
財
産

　

管
理
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

※
市
の
都
合
に
よ
り
延
期
、
ま
た
は

　

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会

問 

堀
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72·

６
７
６
９   

72·

６
７
３
９
）

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
や
、
応
急
手

当
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

５
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時

　

〜
正
午

●
場
所　

三
郷
公
民
館
２
階
講
義
室

●
募
集
人
数　

30 

人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　
５
月
13
日（
水
）ま
で
に
、

　

梓
川
消
防
署
（

78 ·

２
０
９
０
）

勤労者融資制度のご案内人権問題専用電話

市が認定した特定開発事業

寄附のお礼（12/24 ～ 2/25） 【敬称略】

　市内勤労者を対象とした生活資金融資制度です。利用の際は審査があります。詳細はお問い合わせください。　女性や子どもの人権問題について、専用
電話が設置されていますので、ご利用くだ
さい。（いずれの電話番号も全国共通）
みんなの人権 110 番　  0570-003-110
子どもの人権 110 番　  0120-007-110
女性の人権ホットライン 0570-070-810
問長野地方法務局松本支局（ 32·2571　
32·2572）

　まちづくりの目標像および基本方針に反しない内容の
開発事業として、以下の事業を認定しました。

申請者 サンクスクリエーション合同会社
代表社員　高橋　清彦

認定日 平成 27 年 3 月 10 日
申請場所 安曇野市穂高有明 9990 番１　他３筆

申請の目的 小規模多機能型居宅介護事業所、
通所介護事業所、住宅型有料老人ホーム

申請者 高山　千代子
認定日 平成 27 年 3 月 10 日
申請場所 安曇野市穂高 7585 番 2
申請の目的 太陽光発電施設

申請者 奥原　淳
認定日 平成 27 年 3 月 10 日
申請場所 安曇野市三郷温 2636 番１　他５筆
申請の目的 動物病院兼従業員宿舎

申請者 伊東　巳代治
認定日 平成 27 年 3 月 10 日
申請場所 安曇野市穂高有明 8040 番 18
申請の目的 店舗併用住宅 ( 学習塾）

申請者 浅川　拓郎
認定日 平成 27 年 3 月 10 日
申請場所 安曇野市堀金烏川 4162 番の一部
申請の目的 穀物乾燥施設および事務所

問 豊 建築住宅課開発調整係
　　（ 72·3111 ㈹　 72·3569）

舛岡史朗 １万円 ふるさと寄附　華表敦子 ２万円 ふるさと寄
附　春成博 １万円 ふるさと寄附　宮内謙 ２万円 ふるさと寄
附　㈱エイワ穂高工場 ５万円 ふるさと寄附　ＧＡＣ株式会
社 ５万円 ふるさと寄附　酒井克明 ５万円 ふるさと寄附　関
明浩 ２万円 ふるさと寄附　関眞津子 ２万円 ふるさと寄附　
片山隆行 １万円 ふるさと寄附　本多通信工業株式会社 代表取
締役社長 佐谷紳一郎 10 万円 産業振興のため　模擬㈱穂商マー
ケット 3 万 690 円 地元企業の振興のため

売却予定物品の例

申し込み・問い合わせ　長野県労働金庫あづみ野支店（ 72·3222）・同金庫ローンセンター松本（ 28·1822）
問 穂 商工労政課（ 82·3131 ㈹　 82·6622）

●対象者
　 ▽市内に 1年以上居住している人
　 ▽市税に滞納がない人
　 ▽市勤労者互助会の会員、または労働金庫の構成
　　員である労働組織に加入している人

●限度額および貸付期間
　200 万円（融資した日から 10 年以内）
●利率等
　労働金庫融資商品適用利率から 0.03% を下げた利
　率を適用

本 市役所本庁舎　安 県安曇野庁舎　豊 豊科支所　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター　教 教育委員会事務局（旧明科公民館内）

　

ま
た
は
安
曇
出
張
所
（

78·

　

２
０
９
０
）
に
電
話
ま
た
は
窓
口
に

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

指
定
緊
急
避
難
場
所
と

指
定
避
難
所
を
指
定
し
ま
し
た

問 

堀
危
機
管
理
課
危
機
管
理
担
当

（

72·

６
７
６
９   

72·

６
７
３
９
）

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
避
難
施
設
と
避
難
場
所
を

見
直
し
、
新
た
に
「
指
定
緊
急
避
難
場

所
」「
指
定
避
難
所
」
と
し
て
指
定
し

ま
し
た
。
災
害
時
に
迅
速
な
避
難
が
で

き
る
よ
う
、
近
く
の
避
難
場
所
等
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

●
指
定
緊
急
避
難
場
所
、
指
定
避
難
所

　

の
確
認
方
法

　
　

指
定
緊
急
避
難
所
、
指
定
避
難
所

　

の
一
覧
は
、
危
機
管
理
課
、
各
支
所

　

地
域
課
の
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。
５
月
に
各
戸
配
布
を
予
定
し
て

　

い
る
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

　

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

　

①
指
定
緊
急
避
難
場
所

　
　

災
害
発
生
時
や
発
生
の
恐
れ
が
あ

　

る
と
き
、
緊
急
的
に
避
難
し
、
身
の

　

安
全
を
守
る
た
め
の
場
所
で
す
。
災

　

害
の
種
類
別
（
地
震
・
洪
水
・
土
砂

　

災
害
）
に
保
育
園
、
公
園
、
地
区
公

　

民
館
な
ど
市
内
１
５
５
カ
所
を
指
定

　

し
て
い
ま
す
。
近
く
の
避
難
場
所
が

　

ど
の
災
害
に
対
応
し
て
い
る
か
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
指
定
避
難
所

　
　

被
災
者
が
一
定
期
間
滞
在
す
る
こ

　

と
が
出
来
る
施
設
等
で
す
。
小
中
学

　

校
、
高
等
学
校
、
体
育
館
な
ど
市
内

　

27
カ
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
災
害

　

の
状
況
を
考
慮
し
、
開
設
す
る
避
難

　

所
を
決
定
し
ま
す
。
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自然エネルギーや資源を有効活用しませんか
　市では、自然エネルギーの活用やごみの再資源化に係る機器等を設置される人に以下の補助金を交付し、地球
温暖化対策や資源の有効利用を推進しています。予算に限りがありますので、設置を希望される人は各窓口へお
早めにお申し込みください。
問 穂 環境課環境政策係（ 82·3131 ㈹　 82·6622）
　穂 廃棄物対策課廃棄物対策担当（ 82·3131 ㈹　 82·6622）

●補助制度一覧
①住宅用太陽熱高度利用システム設置補助金　※着工の２週間前に申請が必要です。
　申請者本人が住む市内の住宅に「住宅用太陽熱高度利用システム」を設置する人に対して補助金を交付

対象となる機器 住宅の屋根に設置する、不凍液などを強制的に循環する太陽熱集熱器と、集めた熱エネル
ギーを貯蔵する蓄熱槽によって構成される給湯・冷暖房用のソーラーシステムを有するもの

補助率・補助限度額 太陽熱高度利用システムおよび当該設備の設置に要する経費の５分の１ 限度額 /40,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　　●対象システムの見積書　　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　●納税状況等確認同意書

②住宅用太陽光発電システム設置補助金　※着工の２週間前に申請が必要です。
　申請者本人が住む市内の住宅に「住宅用太陽光発電システム」を設置する人に対して補助金を交付
補助率・補助限度額 太陽電池 1㌔㍗あたり３万円　限度額 /120,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　　●対象システムの見積書　　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　●納税状況等確認同意書

申 穂 環境課環境保全担当（ 82･3131 ㈹ 　 82･6622）

③住宅用雨水貯留施設設置補助金　※着工の２週間前に申請が必要です。
　申請者本人が住む市内の住宅に「雨水貯留施設」を設置する人に対して補助金を交付
対象となる機器 貯留するための構造をもった施設で、住宅の雨どい等に接続し架台等に固定するもの

補助率・補助限度額

① 100㍑以上
　 500㍑未満
　 費用の２分の１
　 限度額 /１基 25,000 円

② 500㍑以上
　 費用の２分の１
　 限度額 /１基 50,000 円

③合併浄化槽等から転用するもの
　費用の２分の１
　限度額 /50,000 円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　　●対象施設の見積書　●設置予定箇所の位置図
●設置予定箇所の写真　●納税状況等確認同意書

申 穂 環境課環境保全担当（ 82･3131 ㈹ 　 82･6622）

④生ごみ処理機器等購入費補助金　※生ごみ処理機器の補助を受けた人の再申請は５年経過後に可能となります。
　市内の一般家庭や店舗・事業所が購入する生ごみを堆肥化処理する機器と、せん定枝等粉砕機の購入に対して
補助金を交付
対象となる機器 生ごみ処理機器※ ボカシ容器・コンポスト せん定枝等粉砕機

補助率・補助限度額
①処理量５㌔㌘未満 /日
　購入費の２分の１
　限度額 /30,000 円

②処理量５㌔㌘以上 /日
　購入費の２分の１
　限度額 /100,000 円

購入費の３分の２
限度額 /3,000 円

購入費の２分の１
限度額 /10,000円

申請に必要なもの ●補助金交付申請書　　　●機種名が明示された領収書（購入後１年以内）
●納税状況等確認同意書　●写真（本体・設置状況の各１枚）

申 穂 廃棄物対策課廃棄物対策担当（ 82･3131 ㈹ 　 82･6622）

「
安
曇
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」

実
行
委
員
の
募
集

問 

穂
環
境
課
環
境
政
策
係

（

82·

３
１
３
１
㈹ 

82·

６
６
２
２
）

　

市
と
安
曇
野
環
境
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
環
境
に
か
か
わ
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
発
信
し
、
保
全
に
向
け
た

活
動
を
紹
介
す
る
「
安
曇
野
環
境
フ
ェ

ア
２
０
１
５
」
を
10
月
（
予
定
）
に
開

催
し
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ア
の
運
営
に
携

わ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

昨年の環境フェアの様子

市の植物

レッドデータブックから④
安曇野の重要な自然環境

　安曇野市は標高差約 2,500m あります。シダ類・花
の咲く植物が約 2,500 種余り生育しています。安曇野
市は内陸で海岸から離れているため海岸性の種類は
ありません。
　高山帯（2,400㍍以上）、亜高山帯（1,600 ～ 2,400㍍）、
山地帯（700 ～ 1,600㍍）、山麓・平野部（700㍍未満）、
河川・水辺（標高では区分しない）には、その環境
に適した植物が生育しています。高山植物のハイマ
ツやコマクサを水田や畑で見かけることは絶対あり
ません。
　安曇野市では、絶滅 32 種、準絶滅危惧Ⅰ類 95 種、
絶滅危惧Ⅱ類 92 種、準絶滅危惧 104 種、情報不足 19
種、計 342 種が選定されました。
　人間の活動の拡大（さまざまな開発）や縮小（里
山の手入れの放棄）、採取や水質や土壌の汚染、外来
植物の増加により、山地帯、山麓・平野部、河川・
水辺の在来植物が減少しています。

 （環境審議会委員　飯沼冬彦さん） 

キキョウ
（キキョウ科）
安曇野市では絶滅危惧
Ⅱ類に選定。日当たりの
よい草原に生育します。

●固定資産税　　　　　　　 　　（１期）
●後期高齢者医療保険料　　　 　（１期）
●介護保険料　　　　　　 　　（４月分）
●水道料金　　　  　　（穂高 ･三郷地域）
●下水道使用料（豊科 ･堀金 ･明科地域）
●霊園管理料　　　　　　　 　　（１期）

=納期限は４月30日（木）=

３月分の空間放射線量

　いずれの地点においても健康に影響のない値でし
た。詳しくは市ホームページまたは担当課までお問
い合わせください。
問 穂 環境課環境保全担当（ 82･3131 ㈹  82･6622）

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

3/2（月） 3/9（月）3/16（月）3/30（月）
穂高庁舎 0.1 0.09 0.1 0.1

測定
結果

４月の納期

本 市役所本庁舎　安 県安曇野庁舎　豊 豊科支所　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター　教 教育委員会事務局（旧明科公民館内）

●
応
募
資
格　

環
境
活
動
に
関
心
の
あ

　

る
人

●
応
募
方
法　

環
境
課
へ
電
話
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

手
当
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。
開
催
ま
で
毎
月
１
回
程
度
の
実

　

行
委
員
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
あ
づ
み
の
４
月
８
日
発
行（
２
０
５
号
）

○
６
ペ
ー
ジ  

自
転
車
の
通
行
方
法
見
出
し

【
誤
】「
自
転
車
も
左
側
を
左
周
り
に
」

【
正
】「
自
転
車
も
左
側
を
右
周
り
に
」

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
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軽
自
動
車
税
の
新
税
率
と
減
免
申
請

問 

豊
市
民
税
課
諸
税
係

（

72·

３
１
１
１
㈹ 

72·

８
３
４
０
）

　

新
税
率
の
適
用
に
関
し
て
変
更
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
二
輪
、
二
輪

　

小
型
、
小
型
特
殊
自
動
車

　
　

27
年
度
税
制
改
制
に
よ
り
新
税
率

　

の
適
用
を
１
年
間
延
期
し
、
28
年
度

　

分
か
ら
変
更
し
ま
す
。

●
軽
自
動
車
（
四
輪
以
上
及
び
三
輪
）

　
　

最
初
の
新
規
検
査
年
月
（
車
検
証

　

の
「
初
度
検
査
年
月
」）
に
よ
っ
て
、

　

現
行
税
率
、
新
税
率
、
経
年
重
課
税

車両区分（排気量）
税率（年額）

現行税率 改正後の新税率
（28年度から）

原動機付
自 転 車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超 125cc以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー50cc以下 2,500 円 3,700 円

二輪軽自動車 125cc超 250cc以下 2,400 円 3,600 円
二輪小型自動車 250cc 超 4,000 円 6,000 円

二輪特殊
自 動 車

農耕作業用 1,600 円 2,400 円
その他
（フォークリフト等） 4,700 円 5,900 円

●補助率
　　メニュー
補助内容　　

メニュー①
住宅の改修工事

メニュー②
耐震化付帯工事

メニュー③
新築住宅の取得

対象工事金額
（工事請負契約書
等で確認できる
金額（税込））

20万円
以上

耐震補強工事
費以外の工事
費が 50万円
以上あること

500 万円
以上

補助金額
（計算で千円未満
の端数がでた
場合は切り捨て )

対象工事
金額
× 10％

対象工事
金額
× 20％

50万円

補助上限金額 20万円 30万円

車両区分

税率（年額）
平成27年３月
31日までの登録車

平成 27年４月
１日以降の登録車

登録後
13年超

現行税率 新税率 経年重課
（28年度から）

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

四輪貨物
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

　

率
（
平
成
28
年
度
か
ら
）
の
い
ず
れ

　

か
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

 　

ま
た
、
27
年
度
中
に
新
車
で
購
入

　

し
た
自
動
車
の
う
ち
、燃
費
基
準
等
の

　
一
定
要
件
を
満
た
す
場
合
に
つ
い
て
、

　

普
通
車
と
同
様
グ
リ
ー
ン
化
特
例

　
（
エ
コ
カ
ー
減
税
）が
導
入
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
の
減
免

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
人

で
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。（
昨
年
度
減
免
を
受
け
、
既
に
継

続
申
請
を
提
出
し
た
人
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
減
免
で
き
る
車
両
は
一
人
一
台

で
す
）
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
後
日
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
請
期
間

　

納
税
通
知
書
到
着
後
か
ら
５
月
25
日

　
（
月
）
ま
で
（
期
間
厳
守
）

●
持
ち
物　

運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
身

　

体
障
害
者
手
帳
、
車
検
証
、
納
税
通

　

知
書
（
５
月
上
旬
発
送
予
定
）

●
申
請
場
所　

各
支
所
地
域
課
ま
た
は

　

市
民
税
課
の
窓
口

●
注
意
事
項　

次
の
場
合
は
減
免
を
受

　

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
▽
タ
ク
シ
ー
チ

　

ケ
ッ
ト
が
交
付
さ
れ
て
い
る
（
人
工

　

透
析
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
く
）

　
▽
普
通
自
動
車
の
減
免
を
受
け
て
い
る

地
域
経
済
活
性
化
住
宅
助
成
事
業

住
ま
居
る
応
援
制
度

問 

穂
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

82·

３
１
３
１
㈹ 

82·

６
６
２
２
）

　

自
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
化
付
帯

工
事
、
新
築
住
宅
取
得
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

補
助
対
象

①
住
宅
改
修
工
事

　
「
住
ま
居
る
応
援
制
度
工
事
登
録
店
」

の
施
工
に
よ
り
住
宅
の
改
修
工
事
を

行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
併
用
住
宅
の
店
舗
部
分

や
居
宅
部
分
と
合
わ
せ
て
行
う
外
構
等

の
改
修
工
事
も
対
象
と
な
り
ま
す
（
維

持
管
理
経
費
等
対
象
外
）

②
耐
震
化
付
帯
工
事

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
し

た
木
造
住
宅
で
、
市
の
耐
震
診
断
を
受

診
し
、
市
内
の
工
事
登
録
店
の
施
工
で

「
安
曇
野
市
住
宅
耐
震
補
強
工
事
補
助

金
」の
交
付
を
受
け
る
住
宅
に
お
い
て
、

当
該
補
助
金
の
対
象
工
事
以
外
の
改
修

工
事
を
行
っ
た
場
合
に
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

③
新
築
住
宅
取
得

　

45
歳
以
下
の
人
が
工
事
登
録
店
の
施

工
で
戸
建
住
宅
を
建
築
す
る
場
合
、
ま

た
は
そ
れ
ら
の
業
者
が
建
築
し
た
建
売

住
宅
を
購
入
す
る
場
合
に
助
成
し
ま

す
。（
居
住
用
延
床
面
積
が
50
㎡
以
上

２
８
０
㎡
以
下
）

留
意
事
項

　

助
成
を
受
け
る
場
合
は
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
住
宅
改
修
工
事
の
内
容
が
数
種
に
お

よ
ぶ
場
合
、
工
種
毎
の
施
工
を
市
内
の

建
築
関
連
業
者
が
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。（
登
録
店
以
外
の
業
者
が
行
う
工

事
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
）
▽
住

宅
の
改
修
工
事
、
耐
震
化
付
帯
工
事
は

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事
が
完

成
し
、
工
事
代
金
の
支
払
い
が
で
き
る

こ
と
▽
新
築
住
宅
の
取
得
は
、
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
者
の
所
有
と

な
る
登
記
が
完
了
で
き
る
こ
と
▽
１
件

の
住
宅
に
対
し
申
請
で
き
る
回
数
は
過

去
の
期
間
も
含
め
１
回
の
み
で
す
。
▽

申
請
前
の
着
工
は
対
象
工
事
と
な
り
ま

せ
ん
。
必
ず
工
事
登
録
店
と
協
議
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

商
工
労
政
課
窓
口
に
、
備
え
付
け
の

申
請
書
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
関
係
書
類
を
添
付
し

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
住
ま
居
る
応
援

制
度
工
事
登
録
店
の
確
認
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
商
工
労
政
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ベランダ菜園のすすめ新連載 問 三 農政課マーケティング担当
　　（ 77·3111 ㈹　 77·6060）

　食生活に変化と潤いをもたせ、家族の団らんと健康維持にプランターを利用して、家庭菜園に挑戦してみ
ませんか。今月は４月末から５月の作業について掲載します。

注意事項
　プランターは底が見えなくなるまで鉢底石や軽石を敷き、
培養土を入れ、表面を平らにならします。プランター栽培で
は、水やりと同時に土の肥料分が外に流れ出るため追肥が欠
かせません。また大切なポイントは「土」「植え方（時期）」「間
引き」の３点に気をつけましょう。

①水菜
種まき：４月～５月、９月～ 10 月中旬
①深さ１㎝の溝をつくり１㎝間隔にまき、覆土
して、乾かさないよう水やりをします。②本葉
が見え始めたら、３～４㎝間隔で間引きし、株
元に軽く土を寄せ株を安定させます。③草丈が
25～ 30㎝になったら収穫します。
※追肥：草丈 10㎝以降、週に１回、500～ 1000 倍
　希釈の液肥。

③二十日ダイコン
種まき：３月中旬～５月、９月～ 10 月
①条間は 10㎝とし、双葉が完全に開いたら、
３～４㎝間隔に間引きします。② 30日ほどで、
地表にせり上がってくる根元の直径が２～３㎝
になったら、収穫適期です。
※追肥：草丈 10㎝ほどから与えます。週１回。収穫
　が遅れると「す」が入ったり、根が割れたりする
　ので注意します。

②春菊
種まき：４月～５月中旬、９月～ 10 月上旬
①条間は 10～ 15㎝、タネが少し隠れる程度に
薄く覆土し、土の表面を軽く押さえ、発芽する
までは乾かない程度に水やりをします。②間引
きは発芽後３㎝間隔、本葉３～４枚の頃６㎝、
本葉５～６枚の頃15～20㎝間隔で３回します。
※追肥：間引きにあわせて行います。

④リーフレタス・サンチュ
植付け：４～５月、９～ 10 月中旬
①苗は、双葉がついており、本葉が４～５枚程
度でがっしりし、葉色が濃く、病害虫がなく、
根鉢がしっかりしたものを購入します。②株間
20 ～ 25cm 間隔で植えつけ、日なたで育てま
す。③長さ 20㎝ほどで外葉から順に、つけ根
で切り収穫します。
※追肥：週１回、500～ 1000 倍希釈の液肥。

本 市役所本庁舎　安 県安曇野庁舎　豊 豊科支所　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター　教 教育委員会事務局（旧明科公民館内）
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５
月
11
日（
月
）〜
20
日（
水
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
信
濃
路
は
ゆ
と
り
の
笑
顔
と
ゆ
ず
り
あ
い
」

問 
穂
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

　
　
（
事
務
局 

地
域
づ
く
り
課
）

（

82·

３
１
３
１
㈹ 

82·

６
６
２
２
）

　

運
動
期
間
中
、
市
で
も
主
要
な
交
差

点
な
ど
で
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

県
下
一
斉
街
頭
活
動
日　

５
月
11
日

（
月
）、
20
日
（
水
）

県
下
一
斉
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況
調

査
日　

５
月
14
日
（
木
）

運
動
の
基
本

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

　

▽
通
学
路
・
生
活
道
路
の
安
全
確
保

　

と
歩
行
者
保
護
の
徹
底
▽
自
転
車
の

　

安
全
利
用
の
推
進
▽
全
て
の
座
席
の

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

　

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
▽
飲
酒
運

　

転
の
根
絶

本 市役所本庁舎　安 県安曇野庁舎　豊 豊科支所　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター　教 教育委員会事務局（旧明科公民館内）

日  ＝日時　場  ＝場所　定  ＝定員　対  ＝対象者　費  ＝費用　持  ＝持ち物
申  ＝申し込み　問 ＝問い合わせ　時  ＝時間

交
通
遺
児
等
貸
付

お
よ
び
介
護
料
の
支
給

問 

穂
地
域
づ
く
り
課
生
活
安
全
係

（

82·

３
１
３
１
㈹ 

82·

６
６
２
２
）

《
交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）
貸
付
》

　

自
動
車
事
故
で
死
亡
ま
た
は
、
重
度

後
遺
障
が
い
に
な
っ
た
人
の
子
ど
も

（
０
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
）に
対
し
、育

成
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

●
貸
付
金
額  

▽
一
時
金
15
万
５
０
０
０

　

円
▽
毎
月
２
万
円
▽
入
学
支
度
金

　

４
万
４
０
０
０
円
（
小
・
中
学
校
入

　

学
時
）

●
返
還
期
間　

中
学
校
卒
業
後
６
カ
月

　

ま
た
は
１
年
間
据
え
置
い
た
後
、
月

　

賦
ま
た
は
半
年
賦
併
用
に
よ
る
20
年

　

以
内
の
均
等
払
い
※
高
校
・
大
学
在

　

学
中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

《
介
護
料
の
支
給
》

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
重
度
後
遺
障

が
い
と
な
っ
た
人
で
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
月
額  

▽
特
Ⅰ
種
６
万
８
４
４
０

　

円
〜
13
万
６
８
８
０
円
▽
Ⅰ
種
５
万

　

８
５
７
０
円
〜
10
万
８
０
０
０
円
）

　

▽
Ⅱ
種
２
万
９
２
９
０
円
〜
５
万

　

４
０
０
０
円

　

詳
し
く
は
、（
独
）自
動
車
事
故
対
策
機

構
長
野
支
所（

０
２
６･

４
８
０･

０

５
２
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
家
の
皆
さ
ん
へ

問 

三
農
政
課
生
産
振
興
担
当

（

77·

３
１
１
１
㈹ 

77·

６
０
６
０
）

５
月
１
日（
金
）〜
31
日（
日
）は

春
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
で
す

　

農
作
業
中
の
事
故
に
よ
り
、
県
下
で

も
毎
年
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
ケ
ガ

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
の
多
く
は
、

農
業
機
械
の
操
作
中
・
補
助
作
業
中
に

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
故
は
特

に
農
作
業
の
疲
れ
が
出
始
め
る
お
昼
前

や
夕
方
の
時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
、
農
作
業
の

安
全
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽
点
検
や
周
囲
の
安
全
確
認
を
し
っ
か

　

り
行
い
、
ゆ
と
り
を
持
ち
、
安
全
な

　

運
転
操
作
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
機
械
の
点
検
や
、
異
物
を
取
り
除
く

　

際
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ

　

ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
の
作
業
は
避
け
、
作
業
中
は

　

家
族
や
仲
間
と
連
絡
を
取
り
合
い
ま

　

し
ょ
う
。

▽
休
憩
を
し
っ
か
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

農
薬
の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

春
先
は
農
薬
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
る
時
期
で
す
。
農
薬
を
使
用
す
る
場

合
は
次
の
点
に
留
意
し
、
適
正
な
使
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
農
薬
は
、
必
要
量
の
み
を
用
意
し
ま

　

し
ょ
う
。

▽
風
の
弱
い
と
き
を
選
び
、
散
布
す
る

　

対
象
だ
け
に
か
か
る
よ
う
に
心
掛
け

　

ま
し
ょ
う
。

▽
農
薬
や
、
散
布
に
使
用
し
た
機
械
を

　

洗
っ
た
水
は
、
河
川
へ
流
さ
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
養
魚
池
な
ど
が

　

近
く
に
あ
る
場
合
は
特
に
注
意
し
ま

　

し
ょ
う
。

▽
ミ
ツ
バ
チ
の
活
動
が
盛
ん
に
な
る
時

　

期
で
す
。
養
蜂
家
と
の
情
報
交
換
を

　

十
分
に
行
い
、
農
薬
危
害
防
止
に
努

　

め
ま
し
ょ
う
。

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

市体育協会
マレットゴ
ルフ初心者
講習会

　年齢に関係なく、同好者
との交流を楽しみながら体
力の向上を図れる、マレッ
トゴルフを始めませんか。
初心者向けの講習会です。
ボール、スティックがない
人へは貸し出しもできます。

日：６月９、12、16、19日（４回）
時：午後１時～４時
場：６月９日　穂高会館
　　６月 12日～ 19日
　　権現宮マレットゴルフ場

対：一般初心者
定：20人
費：1,000 円

申：５月１日～ 31 日の間
　　の午前中に権現宮マ
　　レットゴルフ場（ 82·
　　0097）にお申し込みく
　　ださい。市体協事務局
　　（ 88·3516）でも受
　　け付けます。

市体育協会
弓道教室

　技術、作法等の基本を
長野県弓道連盟安曇野支
部の会員が指導します。
昼の部と夜の部に分けて
行いますが、夜の部は特
に高校生の皆さんを歓迎
します。

日：５月 19日～７月７日の
　　毎週火曜日・水曜日（15回）
時：昼の部　午前９時 30 分～ 11 時
　　30分
　　夜の部　午後７時～９時
場：豊科弓道場

対：昼の部（一般）
　　夜の部（高校生以上）
定：昼の部（10人）
　　夜の部（20人）
費：4,000 円（15 回保険料
　　含む）
持：足袋、運動のできる支度

申：４月29日～５月10日
　　の間に市体協弓道部
　　（丸山萬佐巳さん 73·
　　3885）または市体協事
　　務局（ 88·3516）へ
　　お申し込みください。

市体育協会
ふれあい
弓道教室

　技術、作法等基本から
学びます。長野県弓道連
盟安曇野支部の会員が指
導します。

日：５月 20日～８月 26日の
　　毎週水曜日（15回）
時：午前９時 30分～ 11時 30分
場：豊科弓道場

対：一般市民
定：５人
費：4,000 円（15 回保険料
　　含む）
持：足袋、運動のできる支度

申：４月29日～５月10日
　　の間に市体協弓道部（丸
　　山萬佐巳さん（ 73·
　　3885）または市体協事
　　務局（ 88·3516）へ
　　お申し込みください。

市体育協会
スローエア
ロビクス
教室

　手軽にできる軽運動の
エクササイズです。子ど
もから中高齢の方まで、
また、運動不足の人、運
動の苦手な方も安心して
始められます。昼の部と
夜の部を別々に開催しま
す。

日：昼の部　６月２日～ 30日
　　毎週火曜日（５回）
　　夜の部　７月９日～８月６日
　　毎週木曜日（5回）
時：昼の部 午後１時 30分～３時 30分
　　夜の部 午後７時 30分～９時 30分
場：昼の部 堀金総合体育館メーンアリーナ
　　夜の部 堀金総合体育館サブアリーナ

対：一般
定：昼の部（30人）
　　夜の部（20人）
費：1,000 円（保険料込）
持：敷物、上履、運動のでき
　　る支度

申：５月 1日～ 25 日の間
　　の平日午前９時～午後
　　４時の間に市体育協会
　　事務局（ 88·3516）
　　へお申し込みください。

運転免許
更新特定
任意講習会

　運転免許更新者を対象
に特定任意講習会を開催
します。この講習を受け
ると、更新時の講習は免
除されます。

日：５月 14日（木）
　　午後７時～９時
　　（受付午後６時 20分～）
場：堀金公民館　講義室

対：５月15日から11月14日
　　までの間に運転免許を更
　　新する人。（優良運転者・
　　70 歳以上の人・更新時
　　に 70 歳になる人は、受
　　講できません）
費：1,500 円（お釣りのいらな
　　いようにご協力ください）
持：運転免許証・筆記用具

申：安曇野交通安全協会
　　（ 72·2263）

研成ホール
創立６周年
記念
りょう彩会展

　岡本諒一先生から学ぶ
アクリル画教室「りょう
彩会」の創立６周年を記
念した展覧会です。

日：５月８日（金）～ 12日（火）
　　午前９時～午後５時
　　（最終日は午後４時 30分まで）
場：碌山公園研成ホール

費：無料 申：りょう彩会　高田さん
　　（ 080·5145·1237）

研成ホール
フラワー
サークル
“彩”作品展

　「アートな花」を創作
テーマに会員 30 人が創
作した生花など約 35 点
を展示します。

日：４月 25日（土）～ 26日（日）
　　午前 10時～午後５時
　　（最終日は午後４時 30分まで）
場：碌山公園研成ホール

費：無料 申：フラワーサークル“彩”
　　吉江さん（ 090·2225·
　　0067）

「携帯電話ジャマー」は使えません

　携帯電話等の呼出し音の防止や、企業や家庭内のセキュリティ対策のため、「携帯電話ジャマー」と称する
装置を取り付ける場合が見られます。この装置を使用する場合は、一定の条件のもとで無線局の免許を受ける
必要があります。もし免許を受けずにこれらの装置を使用すると、電波法違反となり処罰の対象となりますの
で、安易に購入しないよう注意しましょう。

問 総務省信越総合通信局
　無線設備への混信・妨害及び違法な無線設備の情報に関すること　監視調査課（ 026·234·9976）
　携帯電話抑止装置の免許等に関すること　陸上課（ 026·234·9988）
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

対
象
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

受
診
費
用
助
成

問 
穂
国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（

82·
３
１
３
１
㈹ 

82·

６
６
２
２
）

　

市
で
は
本
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
場
合
の
検
査
費
用
を
助
成
し

ま
す
。
定
期
的
な
受
診
で
、
病
気
の
早

期
発
見
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
助
成
対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満

　

た
す
人　

▽
市
内
在
住
の
県
後
期
高

　

齢
者
医
療
被
保
険
者
▽
市
後
期
高
齢

　

者
健
診
を
受
診
ま
た
は
受
診
予
定
が

　

な
い
人
▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

を
滞
納
し
て
い
な
い
人

●
申
請
方
法　

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳

　

ド
ッ
ク
を
医
療
機
関
へ
予
約
後
、
受

　

診
日
の
お
お
む
ね
１
カ
月
前
か
ら
前

　

日
ま
で
に
、
国
保
年
金
課
・
各
支
所

　

地
域
課
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

▽
受
診
医
療
機
関
発
行
の

　

案
内
通
知
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

　

険
者
証
・
印
鑑

助
成
方
法

　

市
と
医
療
機
関
と
の
契
約
の
有
無
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

①
契
約
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合

　
（
助
成
券
方
式
・
図
１
）

　
　

助
成
申
請
時
に
交
付
を
受
け
た

　
「
助
成
券
」を
受
診
時
に
提
出
し
、検

　

査
費
用
と
助
成
金
額
と
の
差
額
を
医

　

療
機
関
窓
口
で
支
払
い
ま
す
。（
契

　

約
医
療
機
関
名
一
覧
参
照
）

②
契
約
医
療
機
関
以
外
で
受
診
を
す
る

　

場
合
（
償
還
払
い
方
式
・
図
２
）

　
　

助
成
申
請
後
、
検
査
費
用
を
医
療

　

機
関
窓
口
で
全
額
支
払
い
ま
す
。
市

　

へ
実
績
報
告
と
助
成
金
請
求
を
し
ま

　

す
。（
持
ち
物　

医
療
機
関
発
行
の

　

領
収
書
、
印
鑑
、
振
り
込
み
を
希
望

　

す
る
口
座
の
預
金
通
帳
）

助
成
金
額

　

請
求
後
、
お
お
む
ね
２
カ
月
以
内
に

助
成
金
を
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。（
表
１
）

●助成金額（表１）
区分 内容 助成金額

人間ドック
①日帰り 2万 5,000 円

②１泊２日 ３万円

脳ドック

③人間ドックと
　同じ年度に
　受診する場合

１万円

④上記以外の場合 １万 5,000 円

※助成は年度内に１回です。①と③または②と③を受
　診した場合は両方が助成対象になります。

●契約医療機関名一覧

医療機関名
受診区分

医療機関名
受診区分

人間ドック 脳ドック 人間ドック 脳ドック日帰り １泊 日帰り １泊
安曇野赤十字病院（ 72·3170） ○ － ○ 藤森病院（ 33·3672） ○ ○ －
穂高病院（ 81·1011） ○ ○ ○ 一之瀬脳神経外科病院（ 48·6600） － － ○
高橋医院（ 82·2561） ○ ○ － 城西病院（ 33·6400） ○ ○ －
須澤クリニック（ 82·2993） ○ － － 松本協立病院（ 35·0479） ○ ○ ○
おひさまクリニック（ 88·7692） ○ － － 丸の内病院（ 28·0055） ○ ○ ○
北アルプス医療センターあづみ病院
（旧：安曇総合病院）（ 0261·61·1181） ○ ○ ○ 松本市医師会医療センター（ 35·4997） ○ － －

相澤健康センター（相澤病院）
（ 34·6360） ○ ○ ○ 長野県健康づくり事業団

長野健康センター（026·286·6409） ○ － －

松本市立病院（ 92·7106） ○ ○ ○

●規制基準および規制地域の区分（市内の土地利用区域に合わせ規制数値を定めます）
規 制 地 域 の 区 分（市 内 全 域）

規制場所の区分 第１地域　住居系 第２地域　商業系・その他区域 第３地域　工業系
敷地境界線
（１号基準） 臭気指数 12 臭気指数 15 臭気指数 18

規制場所の範囲

安曇野市
条例に定める
基本区域

●拠点市街区域、準拠点市街区
　域のうち
　・第１種低層住居専用地域
　・第２種低層住居専用地域
　・第１種中高層住居専用地域
　・第２種中高層住居専用地域
　・第１種住居地域
　・第２種住居地域

●拠点市街区域、準拠点市街区
　域のうち
　・近隣商業地域
　・商業地域
　・準工業地域
※工業地域および工業専用地域のう
　ち、第１地域に接する場合にあっ
　ては、その境界線から水平距離が
　50ｍまでの区域

●拠点市街区域、準拠点市街区
　域のうち
　・第２地域に掲げる以外の工
　　業地域及び工業専用地域

●田園環境区域
●田園環境区域
●山麓保養区域
●森林環境区域

気体排出口
（２号基準）

悪臭防止法施行規則第６条の２に定める方法により、算出した臭気指数または臭気排出濃度
（気体排出口の高さなどを考慮して算出されます。）

排出水（３号基準） 臭気指数 28 臭気指数 31 臭気指数 34

※全市域の規制区域図面は、市ホームページに掲載しています。

契約医療機関で受診する場合（図１）

契約医療機関以外で受診する場合（図２）

人間ドック
脳ドック
受診者

人間ドック
脳ドック
受診者

①予約　④受診
（助成券との差額負担）

①予約　④受診
（費用全額負担）

市

市

⑤検査結果

⑤検査結果

②助成金
　申請

②助成金申請
⑥助成金請求
　（実績報告）

③助成券
　発行

③交付決定
⑦助成金支払い

⑥助成金
　支払 ⑤助成券分の

　費用請求

人間ドック
脳ドック
契約医療機関

人間ドック
脳ドック
実施医療機関

10月から悪臭防止法に基づく
　　　　　　　規制方式が変わります

～工場や事業場からの臭気が対象～

×
　市では、本年10月１日から、悪臭防止法に基づく臭気規制の規制地域、方式等を変更します。規制地域は、
市内全域とし、規制方式は人間の嗅覚を用いてにおいの程度を評価する「臭気指数（※）規制」とします。
この規制方法は、これまで市内一部地域で行っていたアンモニアなど特定悪臭物質（22 物質）ごとの濃度
による規制では対応できない複合臭や規制の対象となっていない物質によるにおいにも対応できます。良
好な生活環境を実現するため、皆さんのご協力をお願いします。
問 穂 環境課環境保全担当（ 82·3131 ㈹　 82·6622）

●悪臭防止法の
　規制基準

１号規制基準（敷地境界線）
　特定の煙突・排気口がなく、事業場の建屋・敷
　地全体から排出される場合
２号規制基準（気体排出口）
　煙突などの気体排出口がある場合
３号規制基準（排出水）
　事業場から排出される排水中に含まれた悪臭物
　質が気化・蒸散する場合

●工場および事業場の皆さんへお願い
　規制方法の変更に伴い、工場・事業場からの
悪臭発生状況を再度点検し、適切な悪臭防止策
を行うようお願いします。
●改善勧告・改善命令について
　市長は、住民の生活環境が損なわれ、規制基
準に適合していないと判断した場合、改善勧告、
改善命令を行うことができます。改善命令に違
反した者には罰則が科せられます。（１年以下の
懲役又は 100 万円以下の罰金）

※臭気指数
　人間の嗅覚を用いて悪臭の程度を数値化したもの。
事業場で採取した空気や水を無臭空気（水）で希釈し
て、国家試験に合格した臭気判定士のもと臭覚試験
に合格した６人以上がにおいを嗅ぎ、においのしなく
なったときの希釈倍数（臭気濃度）から算出します。
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子
ど
も
の
成
長
過
程
に
お
い
て
、
体

や
脳
の
発
達
に
生
活
リ
ズ
ム
が
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
生
活
リ

ズ
ム
と
脳
機
能
と
の
関
係
や
子
ど
も
（
幼

児
）
の
１
日
の
生
活
で
、
日
ご
ろ
か
ら

心
掛
け
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

太
陽
の
リ
ズ
ム
に
合
っ
た

生
活
リ
ズ
ム
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

人
は
、
な
ぜ
昼
間
は
起
き
て
活
動
し
、

夜
に
な
る
と
眠
く
な
る
の
で
し
ょ
う
？

　

そ
れ
は
、
太
陽
の
リ
ズ
ム
（
自
然
の

リ
ズ
ム
）
に
合
わ
せ
て
、
人
は
さ
ま
ざ

ま
な
ホ
ル
モ
ン
を
出
し
て
お
り
、
こ
の

働
き
で
、
体
は
、
昼
間
は
活
動
し
、
夜

は
休
む
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
で
す
。

健
康
だ
よ
り

食
育
レ
ポ
ー
ト

お
弁
当
レ
シ
ピ

子
ど
も
の
体
の
成
長
や
脳
の
発
達
の

基
盤
は
生
活
リ
ズ
ム
で
す
！

健康
通信

 

そ
れ
で
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い

る
の
は
体
の
ど
の
部
分
で
し
ょ
う
？

　

そ
れ
は
、
図
１
に
示
す
と
お
り
、
脳

の
「
視
床
下
部
」
で
リ
ズ
ム
を
作
っ
て

い
ま
す
。「
視
床
下
部
」
は
食
欲
や
睡
眠

と
覚
醒
の
調
節
、
体
温
や
血
圧
の
調
整

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
後
３
カ
月

頃
か
ら
働
き
始
め
、
４
歳
頃
に
は
ほ
ぼ

完
成
し
ま
す
。
そ
の
後
大
脳
が
発
達
し

ま
す
。「
視
床
下
部
」
は
「
大
脳
」
の
発

達
の
要
で
す
。
こ
の
「
視
床
下
部
」
が

今月の担当　渡邊保健師
　子どもが健全で、たくましく成長する
ために規則正しい生活リズムを心掛け
ましょう。お困りのことは、気軽にご相
談ください。

竹澤管理栄養士
　今回から６回にわたり、お
弁当のもつ力を連載します。
元気に過ごすための栄養や
作ってくれた人の想いを感じ
る幸せなど、地域で食育を進
めている皆さんなどからの
メッセージをお届けします。
お弁当のもつ力はさまざまで
す。どうぞお楽しみに！

お 弁 当 作 り弁 当 作 り
子どもも簡単に作れる子どもも簡単に作れる

332211ʴ

　春を迎え、新入学、新入社の季節になりました。

　新たにお弁当など自分で食事づくりを始める方もいらっしゃるのではない

でしょうか。

　食という字は人を良くすると書きます。「自分は、何をどのくらい食べたら

いいのか」を知り、健全な食生活を実践することは、生涯にわたり健康で生き

生きと過ごすため、また将来生まれてくる子どもの健康のためにも大切です。

　この機会に、大切な一食になるお弁当について一緒に考えてみませんか。

　なお、市では、現在、食育推進計画（第 2次）に次の３つの基本目標を掲

げ取り組んでいます。

① 生活習慣病予防のための食生活の推進

② 家族や仲間と楽しく食卓を囲む機会の増進

③ 朝食を食べることの推進

お弁当箱に占める割合は、
３を主食（ごはん）
２を副菜（野菜、いも、海藻、きのこ等を
主材料とする料理）
１を主菜（魚、肉、卵、大豆製品等を
　主材料とする料理）を目安に作りましょ
う。この栄養バランスは、お弁当以外の食
事でも参考にしてください。
　今月号は、簡単に作ることができる「お
かかのおにぎらず」の作り方を紹介します。

おかかのおにぎらず
材料（2個分）
ごはん　　165 ｇ（半合）・海苔　1枚
削り節　　1.5 ｇ（小 1/2 袋）
しょうゆ　小さじ１/2
白ごま　　小さじ 1/2

【作り方】
①ごはんを炊く。
②削り節としょうゆを混ぜる。
③海苔の中央にごはん 1/2 を薄く広げ、②とごまを
　散らす。
④③の上にごはんの残りをのせて、海苔の 4つの角を
　折って包む。
⑤ひっくり返して、しばらく置いてから半分に切る。

お弁当のもつ力 No.1
～食事とは人を良くする事です～

ス
ム
ー
ズ
に
働
く
た
め
に
は
、
太
陽
の

リ
ズ
ム
に
合
っ
た
生
活
リ
ズ
ム
を
作
っ

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も

の
力
だ
け
で
は
、
う
ま
く
生
活
リ
ズ
ム

を
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
の
時

代
は
意
識
し
て
環
境
を
整
え
な
い
と
う

ま
く
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
助
け
が
必
要
で
す
。

　

図
２
を
参
考
に
、
お
子
さ
ん
を
ま
ず

朝
、
規
則
正
し
く
起
こ
し
て
生
活
リ
ズ

ム
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

□ 

日
ご
ろ
か
ら
心
掛
け
る
こ
と

▽
朝
の
光
を
浴
び
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。

▽
顔
を
洗
っ
た
り
、
着
替
え
た
り
、
皮

　

膚
に
刺
激
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

▽
朝
食
を
食
べ
て
内
臓
（
代
謝
の
リ
ズ

　

ム
）
を
目
覚
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問 健 健康推進課保健予防係
81･0726　 81･0703

問 健 健康推進課健康支援担当
73･5770　 73･5775

市食育推進キャラクター

たべたくん

大脳は・・・
６歳頃にほぼ完成します
理性・総合的に考える人間
らしい高度な機能です。

明るい光を浴び
ると眠りを誘い情
緒を安定させる
ホルモンが15～
16時間後にピー
クになります。

午前：体・手・頭を使っ
　　   た遊びを
午後：体を使った遊び
　　　を
やる気ホルモンが午前
10 時をピークに午後
は下がっていきます

寝室は暗く
静かに
寝ている間
に脳や体を
休め修復し
ます。

朝食を食べて、
消化酵素・イン
スリンなどの代
謝のリズムを太
陽のリズムに合
わせます。

視床下部は・・・
生後３カ月頃か
ら働き始め４歳
頃にほぼ完成し
ます
食欲・睡眠と覚
醒の調節・体温
や血圧を調節

図１ 脳の働き

図２ 幼児の 1日の生活（例）

Health Guide
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5月（May）の予定
こころの相談 介護相談 平日 8：30～ 17：00

弁護士会による無料法律相談

人権特設相談所 10：00～ 15：00

子ども・母子家庭・女性の相談

わかもの就職サポート相談会 13：30～16：30

消費生活相談　 平日9：00～16：00 ※電話相談も可

行政書士による無料相談

教育に関する相談

精神科医による精神保健相談 14:00 ～要予約

各種相談

5月の休日当番医 （変更になる場合があります。） 長野県休日・夜間緊急医案内サービス 0570-088199

…場所　　…問い合わせ　　…時間時場

心配ごと相談・行政相談  （★は行政相談を同時開催）

生活労働相談 18：00～ 20：00

母乳・育児相談　※母乳相談は 9：30 ～ 11：00

児童・思春期精神保健相談 14:00 ～

精神科医による依存症相談 13:30 ～

 あずみ野断酒会 19:00 ～ 21:00

7日（木）・11日（月）・18日（月）・25日（月）
　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

14・21・28日（木）
　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

6・13・20・27日（水）　※6・20日は家族会
　豊科交流学習センター「きぼう」２階
問健康推進課保健予防係（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場

11日（月）・★ 25日（月）　　 13：00～16：00
　堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
12日（火）・★ 26日（火）　　 13：00～16：00
　穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
13日（水）・★ 27日（水）　　 13：00～16：00
　豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
14日（木）・★ 28日（木）　　 13：00～16：00
　三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
15日（金）・★ 29日（金）　　 13：00～16：00
　明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談・・・上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）
※５月７日以降は市役所（℡71-2000・FAX71-5000）

時
場

時
場

時
場

時
場

時
場

13日（水）　　安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※５月７日以降は市役所（℡71-2000・FAX71-5000）
※電話相談も受付中。詳しくは右記のホームページにアクセスを。　http://usc.or.jp

場

 7 ・21日（木）  　問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
12・26日（火）  　問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
　 13日（水）  　問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
　 14日（木）  　問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
　 19日（火）  　問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

場
場
場
場
場

　問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
　問東部地域包括支援センター（豊科支所内）
　　　※５月７日以降は市役所１階（℡72-9986・FAX71-2503）
　　（℡72-9986・FAX72-8340）
　問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

場

場

場

14日（木）（予約日：7日（木））
28日（木）（予約日：21日（木））
　市役所２階　相談室204
　13：30～16：30　※１人20分
問市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）
※５月７日以降は市役所（℡71-2000・FAX71-5000）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

場
時

29日（金）　　穂高支所
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

場

平日　　8：30～17：00
　問子ども支援課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）
※５月７日以降は市役所（℡71-2265・FAX72-2065）

時
場

15日（金）　　安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※40歳代前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談下さい。
※５月７日以降は市役所（℡71-2000・FAX71-5000）

場

　問消費生活センター（穂高支所1階）（℡82-3131・FAX82-6622）
　　　※５月７日以降は市役所２階（℡71-2000・FAX71-5000）
　　（℡直通71-2100・携帯090-5203-2011）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ・ゴー・ナナ・ゼロ 守ろうよ、みんなを）

場

21日（木）　　13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
　市役所２階　相談室204
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の２日前までにご予約ください。

時
場

1日（金）　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

時

時

時

時

時

3日（日・祝） 4日（月・祝） 5日（火・祝） 6日（水・振休） 10日（日） 17日（日） 24日（日） 31日（日）
塔の原　内川医院
81-2121［明科］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

追分クリニック
82-2129［穂高］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

伊 藤 医 院
62-2051［明科］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

前角整形外科医院
82-1478［穂高］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666［穂高］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

たかはしクリニック
77-7880［三郷］

丸山内科クリニック
72-6188［豊科］

小 暮 医 院
77-2119［三郷］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

鶴 見 医 院
72-4500［豊科］

こばやし内科クリニック
71-1117［豊科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

小 山 歯 科 医 院
62-3080［明科］

天 野 歯 科 医 院
73-4182［豊科］

かえで歯科医院
82-4105［穂高］

ちかぞえ歯科医院
88-7770［豊科］

さとう歯科医院
81-5155［穂高］

堀 金 歯 科 医 院
72-6975［堀金］

山 本 歯 科 医 院
72-5748［豊科］

いじめ相談ホットライン 8:30 ～ 17:15

教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など） 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日（4・5・6日は除く）
　問教育指導室（℡62-3521・FAX62-5721）
※５月７日以降は市役所３階（℡71-2461・FAX71-2338）
場

毎週月～金曜日（4・5・6日は除く）
　問教育相談室（堀金公民館内）（℡72-2238・FAX71-2338）
※電話相談可。まずはお電話ください。
場

児童館の予定 …乳幼児対象 …参加費
※市内９つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

★南穂高児童館 「にこにこランド」℡71-5150・FAX71-5152■休館日／日曜・祝日

読み聞かせ おはなしムーンさん 11・18日（月）11：00～11：20
育児相談 22日（金）10：30～12：00

★明科児童館 ℡62-2482・FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

キッズパーク ほっとタイム 12日（火）13日（水）14日（木） 10：30～11：30
各日の対象年齢：火曜日は２歳児以上、水曜日は１歳児、木曜日は０歳児　持ち物：手拭き、
飲み物　★キッズパークは登録制サークルです。児童館までお問い合わせください。

育児相談 13日（水）10：30～12：00
チャレンジタイム NEWミッション! 20日（水）15：45～
対象：小学生以上　持ち物：汗ふきタオル、飲み物　★力を合わせてクイズや
ゲームのミッションに挑戦しよう。

お話の時間 ひばりの会さん 21日（木）16：00～

★三郷児童館 ℡76-0185・FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

読み聞かせ １日（金）11：00～11：20
★パネルシアター、絵本、手遊び。

チャレンジタイム ドッジビー大会 ９日（土）10：30～11：30
　　　　　　　  ★汗を流した後には手作りおやつを食べよう。

キッズパーク りずむあそび 12日（火）13日（水）14日（木） 10：30～11：30
各日の対象年齢：火曜日は２歳児以上、水曜日は１歳児、木曜日は０歳児　★キッ
ズパークは登録制サークルです。児童館までお問い合わせください。

読み聞かせ 15日（金）11：00～11：20
★パネルシアター、絵本、手遊び。

育児相談 18日（月）10：00～12：00

要予約 100円

★穂高西部児童館 ℡・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

育児相談・身体測定 １日（金）10：30～12：00
※身体測定は10：00～ 12：00

みんなあつまれ !
食のワークショップ① 15日（金）10：30～11：30
　　　　定員：20組　★ＮＨＫカルチャーセンター講師、崎元シェフによる
"うまい・にがい・あまい"などの味比べ。  

読み聞かせ おはなしどりぃむさん 25日（月）11：00～11：20
みんなあつまれ! お下がり会 29日（金）10：30～11：30
※出品者は要申し込み

要予約

★堀金児童館 ℡71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

ふれあい農園 野菜の苗植え １日（金）10：00～11：00
　　　　定員：20組　★年間登録制の行事です。汚れても良い服装で参加く
ださい。

育児相談・身体測定 11日（月）10：00～12：00
キッズパーク ほっとタイム 12日（火）13日（水）14日（木） 10：30～11：30
各日の対象年齢：火曜日は２歳児以上、水曜日は１歳児、木曜日は０歳児　持ち物：
水筒　★キッズパークは登録制サークルです。児童館までお問い合わせください。

読み聞かせ あめんぼの会さん 18日（月）11：00～
チャレンジタイム 
災害時の炊き出しに挑戦しよう 23日（土）10：30～12：00
　　　　　　　  対象：小学生　定員：20人　持ち物：飲み物要予約 100円

要予約

★穂高中央児童館 ℡84-0762・FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

育児相談・身体測定 15日（金）10：30～12：00
※身体測定は10：00～ 11：30

読み聞かせ おはなしどりぃむさん 20日（水）11：00～11：20
みんなあつまれ！
牛乳パックのイス作り 21日（木）10：30～11：30
　　　　定員：20組

ふれあい農園 野菜の植えつけ 22日（金）10：15～11：15
　　　　定員：20組　持ち物：軍手、帽子、汚れても良い服装　★年間登録
制の行事です

チャレンジタイム 春のおやつ作り 23日（土）10：30～12：00
　　　　　　　  対象：小学生以上　定員：15人　持ち物：エプロン、三角巾、
タオル、飲み物
要予約 100円

要予約

要予約

★穂高北部児童館 ℡・FAX83-5494
■休館日／日曜・祝日

端午の節句 １日（金）10：30～11：30
　　　　　　　  定員：25人　持ち物：エプロン、三角巾、飲み物　★地域
の方と柏餅を作ってお祝いしましょう。

みんなあつまれ !
おかあさんありがとう ８日（金）10：30～12：00
　　　　定員：25人

読み聞かせ 15・22・29日（金）11：00～11：20
わらべうた 11・18・25日（月）11：10～
育児相談・身体測定 15日（金）10：30～12：00
定員：25人　※身体測定は10：00～ 12：00

みんなあつまれ !
５月生まれ　ハッピーバースデー 22日（金）10：30～11：30

チャレンジタイム お弁当作り 30日（土）10：30～11：30
　　　　　　　  対象：小学生　定員：15人　持ち物：エプロン、三角巾、飲み物、
お弁当箱、お米（一合）

要予約 100円

要予約 100円

要予約

★豊科中央児童館 ℡・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

育児相談 ８日（金）10：30～12：00
チャレンジタイム 紙ひこーき 13日（水）16：00～17：00
対象：小学生

読み聞かせ おはなしムーンさん 18日（月）11：00～
チャレンジタイム 飯ごうすいさん 23日（土）10：00～12：00
　　　　　　　  対象：小学生以上　定員：20人　持ち物：米1合、軍手、食器、
スプーン、飲み物　★カレーを作ります。

キッズパーク おやつ作り 26日（火）27日（水）28日（木） 10：30～11：30
　　　　 各日の対象年齢：火曜日は２歳児以上、水曜日は１歳児、木曜日は０
歳児　★キッズパークは登録制サークルです。児童館までお問い合わせください。

要予約 100円

100円

★高家児童館 ℡・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

キッズパーク ほっとタイム 12日（火）13日（水）14日（木） 10：30～11：30
各日の対象年齢：火曜日は２歳児以上、水曜日は１歳児、木曜日は０歳児　持ち物：
水筒　★キッズパークは登録制サークルです。児童館までお問い合わせください。

育児相談 15日（金）10：30～12：00
チャレンジタイム マジック教室 16日（土）10：00～11：30
　　　　対象：小学生　定員：30人　持ち物：水筒　★楽しいマジックを教
えてもらいます。

読み聞かせ おはなしムーンさん 21日（木）11：00～11：30
キッズパーク おやつ作り（芋餅）26日（火）27日（水）28日（水） 10：00～11：30
　　　　 各日の対象年齢：火曜日は２歳児以上、水曜日は１歳児、木曜日は０
歳児　持ち物：水筒　★キッズパークは登録制サークルです。児童館までお問
い合わせください。

読み聞かせ コロボックルさん 28日（木）11：00～11：30

要予約

100円
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古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

次回発行…5月20日（水）

　安曇野市歌の歌詞入選３作品の中から最
優秀賞を決定する市民投票を３月 31日まで
行いました。ご協力ありがとうございました。
　「市歌制定委員会」で４月６日、投票結果
の最終確認を行い、得票数が一番多かった
「作品番号２」が最優秀賞に決定しました。
（有効投票数：1,728 票中、得票数 613 票）
　最優秀賞の歌詞に曲をつけ、10 月４日（日）
開催の「市制施行 10 周年記念式典」で市歌
として発表する予定です。

市歌の歌詞（最優秀賞）
　　　　が決定

市制施行10周年記念式典で
市歌を発表

市歌の歌詞市民投票結果
最優秀賞：保岡直樹さん（東京都世田谷区・44歳）
（作品番号 2）

優 秀 賞：秋山直子さん（神奈川県相模原市・48歳）
（作品番号 1）

優 秀 賞：石井昭吉さん（愛知県岡崎市・71歳）
（作品番号 3）
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本　  庁  　舎　〒399-8281　長野県安曇野市豊科6000番地 TEL 0263-71-2000 FAX 0263-71-5000
豊 科 支 所　〒399-8205　長野県安曇野市豊科4340番地 TEL 0263-72-3111 FAX 0263-72-8340
穂 高 支 所　〒399-8303　長野県安曇野市穂高6658番地 TEL 0263-82-3131 FAX 0263-82-6622
三 郷 支 所　〒399-8101　長野県安曇野市三郷明盛4810番地1 TEL 0263-77-3111 FAX 0263-77-6060
堀 金 支 所　〒399-8211　長野県安曇野市堀金烏川2750番地1 TEL 0263-72-3106 FAX 0263-72-4900
明 科 支 所　〒399-7102　長野県安曇野市明科中川手6824番地1 TEL 0263-62-3001 FAX 0263-62-4747

2015.4.1現在　（　）内は対前月比

人口 98,425人 （－110）

  男 47,749人 （  －35）

  女 50,676人 （  －75）

世帯 38,291世帯 （  ＋93）
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